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『
滄
溟
先
生
尺
牘
』
の
時
代

　
　
　
　
　
　

─
─
古
文
辞
派
と
漢
文
書
簡
─
─

高
山　

大
毅

一
．
は
じ
め
に
─
流
行
の
証
言

　

江
戸
時
代
に
盛
ん
に
読
ま
れ
た
初
学
者
向
け
の
漢
文
選
集
と
い
え
ば
、『
古
文
真
宝
』
や
『
文
章
軌
範
』、『
唐
宋
八
大
家
文
鈔
』
の
名
が
思
い

浮
か
ぶ
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
十
八
世
紀
、
今
日
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
て
い
る
一
冊
の
書
物
が
、
こ
れ
ら
の
本
を
上
回
る
人
気
を
集
め
て
い
た
。
お

そ
ら
く
、『
古
文
真
宝
』
な
ど
が
様
々
な
文
芸
の
領
域
に
影
響
を
与
え
た
の
と
同
じ
く
、
そ
の
書
物
を
源
と
す
る
水
脈
は
江
戸
中
期
の
文
芸
を
縦

横
に
走
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
本
稿
は
、
そ
の
本
流
と
い
く
つ
か
の
支
流
と
を
辿
り
直
す
試
み
で
あ
る
。
先
ず
は
、
徂
徠
学
派
の
文
人
の
あ
る

逸
話
か
ら
、
こ
の
流
れ
に
漕
ぎ
出
す
こ
と
に
し
た
い
。

　

服
部
南
郭
の
弟
子
の
石
島
筑
波
は
、
徂
徠
学
派
屈
指
の
蕩
児
で
あ
る
。
彼
の
講
釈
に
は
次
の
よ
う
な
話
が
伝
わ
る
。

　

筑
波
、
駒
込
に
て
舌
耕
し
た
る
時
、
書
物
は
な
し
。
唐
詩
選
滄
溟
尺
牘
を
ば
空
に
て
説
き
、
見
台
の
上
に
は
浄
留
利
本
艸
紙
を
の
せ
て
説
き

た
り
。
又
諸
侯
方
に
出
講
す
る
に
、
大
概
書
は
い
つ
も
滄
溟
尺
牘
を
見
台
に
載
せ
空
に
て
講
ぜ
り
（
１
）。
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南
郭
門
の
才
子
と
も
な
れ
ば
、
記
憶
の
み
を
頼
り
に
『
唐
詩
選
』
を
講
義
し
て
み
せ
る
ぐ
ら
い
訳
も
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、『
滄
溟
尺
牘
』
も

そ
う
で
あ
っ
た
と
い
う
の
に
は
、
奇
異
の
念
を
抱
か
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
『
滄
溟
先
生
尺
牘
』
は
陳
所
敬
の
編
、
古
文
辞
派
の
領
袖
で
あ
る
李
攀
龍
の
書
簡
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
で
は
田
中
蘭
陵
の
考
訂
で
、

享
保
十
五
年
に
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
巻
頭
の
序
文
は
服
部
南
郭
の
手
に
な
る
。
宝
暦
元
年
に
は
再
刊
さ
れ
、
延
享
三
年
に
は

続
編
を
名
乗
る
大
神
景
貫
（
校
）『
続
滄
溟
先
生
尺
牘
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
、
し
ば
し
ば
『
唐
詩
選
』
と
並
称
さ
れ
た
。
闇
齋
学

派
の
稲
葉
黙
齋
は
講
説
の
席
で
苦
々
し
げ
に
語
っ
て
い
る
。

徂
徠
カ
出
タ
レ
ハ
日
本
モ
文
華
ガ
開
ケ
タ
抔
云
ハ
片
腹
痛
イ
コ
ト
。
何
文
華
カ
開
ケ
ル
コ
ト
ゾ
。《
中
略
》
マ
タ
モ
古
文
（『
古
文
真
宝
』
─

引
用
者
注
）
三
体
詩
ハ
殊
勝
ラ
シ
キ
ガ
、
ソ
レ
ハ
ヤ
ミ
テ
世
説
唐
詩
選
滄
溟
尺
牘
ト
ク
ル
。
ヒ
ト
ツ
葉
モ
役
ニ
立
タ
ヌ
コ
ト
ゾ
（
２
）。

こ
の
『
世
説
新
語
』・『
唐
詩
選
』・『
滄
溟
尺
牘
』
と
ほ
ぼ
同
じ
組
み
合
わ
せ
は
、
渋
井
太
室
の
『
読
書
会
意
』
に
も
見
え
る
。
太
室
は
い
う
。

「
古
以
経
立
家
。
今
以
世
説
・
蒙
求
・
滄
溟
尺
牘
・
于
鱗
唐
詩
選
・
明
七
才
詩
立
家
（
古
は
経
を
以
て
家
を
立
つ
。
今
は
世
説
・
蒙
求
・
滄
溟
尺

牘
・
于
鱗
唐
詩
選
・
明
七
才
詩
を
以
て
家
を
立
つ（
３
））」。
さ
ら
に
、
江
村
北
海
の
言
に
よ
れ
ば
、
京
に
遊
学
し
て
い
る
若
者
た
ち
は
、「
そ
の
業
を

こ
ふ
も
、
唐
詩
明
詩
李
王
が
尺
牘
な
ど
の
書
を
出
ず（
４
）」

と
い
う
あ
り
さ
ま
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
い
う
「
李
王
が
尺
牘
」
と
は
、
李
攀
龍
と
そ
の
盟

友
の
王
世
貞
の
尺
牘
を
指
し
て
い
る
。
王
世
貞
の
尺
牘
集
で
あ
る
『
弇
州
先
生
尺
牘
選
』
は
寛
保
二
年
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
山
縣
周
南
の
弟
子

の
三
浦
瓶
山
も
、「
李
王
ノ
尺
牘
」
を
読
ん
だ
だ
け
で
、
文
章
を
分
か
っ
た
気
に
な
っ
て
い
る
者
を
指
弾
し
て
い
る
。

近
頃
李
王
ノ
尺
牘
、
盛
ニ
世
ニ
行
ハ
レ
、
黄
口
ノ
児
輩
、
其
一
斑
ヲ
窺
ヒ
見
テ
、
是
ヲ
文
章
ト
心
得
、
纔
ニ
二
家
ノ
尺
牘
ヲ
読
テ
李
王
ノ
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文
、
カ
ク
ノ
如
シ
ト
思
ヘ
ル
者
ア
リ
。
甚
拍
笑
ス
ベ
キ
ノ
事
ナ
リ
（
５
）

こ
の
よ
う
な
流
行
は
地
方
に
も
及
ん
で
い
た
。

近
き
頃
東
都
に
一
士
あ
り
。
は
じ
め
の
程
は
文
章
軌
範
を
売バ
イ
コ
ウ講
せ
し
に
、
こ
こ
か
し
こ
に
文
章
軌
範
の
売
講
の
人
多
く
な
り
て
利
を
得
る
こ

と
少
き
に
よ
り
、
珍
ら
し
く
滄サ
ウ
メ
イ溟
尺
牘
を
講
し
出
け
り
。
本
よ
り
新
奇キ

を
好
む
の
俗
情
に
応
し
て
大
に
世
に
行ヲ
コ
ナは
る
。
惣
し
て
尺
牘
と
い
ふ

吾
日
本
に
て
近
処
隣
家
な
ど
こ
と
を
通
ず
る
手
紙
の
類
な
り
。
今
片
田
舎
此
あ
た
り
の
も
の
を
見
る
に
尺
牘
を
真
の
文
章
な
り
と
心
得
て
少

し
素
読
に
て
も
す
れ
ば
滄
溟
尺
牘
を
持
た
ぬ
者
な
き
こ
そ
お
か
し
け
れ
（
６
）。

　

こ
れ
ら
の
証
言
が
示
す
よ
う
に
、『
滄
溟
先
生
尺
牘
』
が
『
古
文
真
宝
』
や
『
文
章
軌
範
』
に
代
わ
り
、
漢
文
入
門
書
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た

時
代
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
（
以
下
、
本
稿
で
は
『
滄
溟
先
生
尺
牘
』
を
『
滄
溟
尺
牘
』
と
略
称
す
る
）。

二
．
流
行
の
要
因

　
（
一
）
作
文
の
捷
径　
　

　
『
滄
溟
尺
牘
』
の
流
行
に
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
一
に
、
短
文
の
尺
牘
は
比
較
的
に
容
易
に
書
け
る
の
で
、
初
学
者
の
作
文
学
習
に
向
い
て
い
る
と
い
う
見
方
が
あ
っ
た
。「
書
簡
は
作
文
の

捷
径
也
、
尺
牘
双
魚
の
類
に
て
、
入
用
の
字
を
と
り
覚
え
、
総
体
は
欧
蘇
手
簡
を
法
と
す
る
が
よ
し
（
７
）」。

お
そ
ら
く
往
来
物
か
ら
の
類
推
で
あ
ろ

う
。
古
文
辞
の
書
簡
の
見
本
は
、『
滄
溟
尺
牘
』
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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文
章
ヲ
学
ブ
ハ
先
ヅ
尺
牘
ノ
如
キ
易
キ
モ
ノ
ヨ
リ
入
ル
ベ
シ
。
長
崎
の
高
彜
（
高
階
暘
谷
─
引
用
者
注
）
尺
牘
ハ
滄
溟
ノ
外
ニ
出
テ
ズ
ト
云

ヘ
リ
。
モ
ツ
ト
モ
ノ
説
ナ
リ
（
８
）。

　
（
二
）
出
版
機
構

　

第
二
の
要
因
は
、
当
時
の
出
版
機
構
に
あ
る
。

　

荻
生
徂
徠
は
『
古
文
真
宝
』
や
『
文
章
軌
範
』
に
代
わ
る
選
集
と
し
て
『
四
家
雋
』
を
編
纂
し
た
（
９
）。『
四
家
雋
』
は
、「
達
意
」
に
秀
で
た
韓

愈
・
柳
宗
元
の
文
と
、「
修
辞
」
の
模
範
た
る
李
攀
龍
・
王
貞
世
の
文
を
、
文
体
別
に
配
列
し
た
均
整
の
取
れ
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
。『
滄
溟
尺

牘
』
の
地
位
は
、
本
来
こ
の
『
四
家
雋
』
に
占
め
ら
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
享
保
五
年
に
基
本
的
な
編
集
を
終
え
た
該
書
は
（
（（
（

、
宝
暦
十

一
年
ま
で
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
。
徂
徠
が
李
王
の
文
の
内
三
十
余
編
に
評
語
を
附
し
て
い
な
か
っ
た
事
情
が
あ
る
と
は
い
え
、
そ
の
増
補
は
南
郭

に
遺
嘱
さ
れ
て
お
り
、
不
審
で
あ
る（

（（
（

。
刊
行
が
遅
れ
た
根
本
的
な
原
因
は
、
南
郭
の
門
人
で
あ
る
望
月
三
英
の
『
鹿
門
随
筆
』
に
見
え
る
。

徂
徠
先
生
韓
柳
李
王
の
文
を
撰
び
て
四
家
雋
と
い
ふ
、
徂マ

徠
の
作
也マ

。
先
年
嵩
山
房
に
申
付
板
行
さ
せ
ん
と
す
る
時
に
、
韓
柳
の
板
本
よ
り

突
て
公
事
と
な
り
て
止
申
候
。
近
年
に
成
て
板
行
に
出
た
り
、
此
書
わ
れ
ら
蔵
本
に
も
あ
る
な
り（

（（
（

。

　
『
四
家
雋
』
は
「
韓
柳
の
板
本
」
か
ら
類
板
（
類
似
出
版
）
で
あ
る
と
訴
え
ら
れ
、
出
版
中
止
に
追
い
込
ま
れ
た
の
で
あ
る
。
三
英
の
言
は
本

屋
側
の
史
料
か
ら
も
確
か
め
ら
れ
る
。
京
都
書
林
仲
間
の
紛
争
記
録
の
目
次
で
あ
る
『
上
組
済
帳
標
目
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

韓
柳
選
ト
申
書
江
戸
須
原
屋
新
兵
衛
板
行
願
被
申
ニ
付
、
通
り
町
中
間
よ
り
京
都
元
板
難
儀
ニ
成
候
旨
、
達
て
御
願
被
申
候
ニ
付
、
相
止
候
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処
、
又
々
当
度
古
来
在
板
之
抜
書
類
書
卅
七
品
之
例
書
上
ケ
、
再
往
願
被
申
ニ
付
、
通
り
町
中
ヶ
間
御
召
被
成
、
仲
ヶ
間
法
義
御
尋
被
遊
候

ニ
付
一
々
返
答
有
之
候
へ
共
、
為
念
、
京
大
坂
之
法
義
書
付
下
シ
申
参
候
、
則
相
談
之
上
、
相
認
メ
下
シ
申
候
ヘ
ハ
其
書
付
江
戸
表
ニ
て
御

役
所
へ
被
差
出
候
由
ニ
候　

享
保
十
一
年
八
月
也
委
細
帳
面
ニ
有（

（（
（

こ
の
須
原
屋
小
林
新
兵
衛
（
嵩
山
房
）
が
板
行
を
願
い
出
た
「
韓
柳
選
」
と
は
、『
四
家
雋
』
前
半
の
韓
愈
・
柳
宗
元
の
巻
（「
韓
柳
雋
」）
を
指

す
と
見
て
間
違
い
な
い
。

　

か
く
し
て
一
度
刊
行
が
頓
挫
し
た
『
四
家
雋
』
は
、
宝
暦
十
一
年
、
素
人
蔵
板
（
餐
霞
館
蔵
板
）
で
出
版
さ
れ
る
。『
上
組
済
帳
標
目
』
の
同

年
の
項
に
は
「
柳
韓
雋　

蔵
板
之
噂
有
之
付
、
秋
田
屋
平
左
衛
門
被
申
出
候
事
」、「
韓
柳
雋
ニ
付
、
秋
田
屋
平
左
衛
門
よ
り
口
上
書
被
差
出
候
に

付
、
江
戸
表
へ
指
下
し
候
書
状
之
事
」
と
あ
る（

（（
（

。『
唐
柳
河
東
集
』
と
『
唐
韓
昌
黎
集
』
の
板
元
で
あ
っ
た
秋
田
屋
平
左
衛
門
は
『
四
家
雋
』
の

刊
行
を
警
戒
し
て
い
た
。
明
和
三
年
に
は
、
京
都
書
林
仲
間
は
『
四
家
雋
』
を
「
売
止
メ
」（
販
売
禁
止
）
と
し
て
い
る（

（（
（

。
よ
う
や
く
『
四
家

雋
』
が
広
く
流
通
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
安
永
六
年
に
小
林
新
兵
衛
・
秋
田
屋
平
左
衛
門
を
含
む
三
都
書
林
の
相
合
板
（
複
数
書
肆
の
共
同
出

版
）
で
刊
行
さ
れ
て
以
降
の
こ
と
で
あ
る
。
既
に
徂
徠
が
没
し
て
か
ら
五
十
年
に
近
い
歳
月
が
流
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ほ
ど
ま
で
『
四
家
雋
』
の
出
版
が
難
航
し
た
背
景
に
は
、
上
方
の
書
肆
（
及
び
そ
の
江
戸
の
出
店
）
と
江
戸
の
新
興
書
肆
─
小
林
新
兵
衛

ら
須
原
屋
一
統
は
そ
の
典
型
で
あ
る
─
と
の
対
立
が
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
対
立
の
根
幹
に
あ
る
の
は
、
板
株
（
出
版
権
）
の
問
題
で
あ
る（

（（
（

。

　

板
株
の
確
立
は
海
賊
版
の
横
行
を
防
ぎ
、
出
版
業
の
安
定
的
な
発
展
に
貢
献
し
た
。
し
か
し
一
方
で
、
た
と
え
ば
韓
愈
や
柳
宗
元
の
文
集
の
よ

う
な
古
典
的
な
著
作
で
あ
っ
て
も
、
板
木
を
手
放
さ
な
い
限
り
は
最
初
に
そ
の
本
を
出
版
し
た
書
肆
に
板
株
が
帰
属
す
る
仕
組
に
な
っ
て
お
り
、

新
規
参
入
者
に
は
不
利
な
制
度
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
類
板
と
認
定
さ
れ
る
も
の
の
範
囲
が
広
く
、
選
集
内
の
詩
文
や
注
釈
書
内
の
本
文
に
も
、

当
該
作
品
の
板
株
所
有
者
は
「
差
構
」（
出
版
権
侵
害
）
を
訴
え
る
こ
と
が
出
来
た
。
江
戸
中
期
以
降
、
本
文
抜
き
の
注
釈
書
と
い
う
読
者
に
不

便
な
書
物
が
増
え
る
の
は
、
こ
れ
が
一
因
と
な
っ
て
い
る
。
板
株
問
題
は
、
上
方
の
老
舗
書
肆
と
江
戸
の
新
興
書
肆
の
間
の
最
大
の
火
種
で
あ
っ
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た
。

　

享
保
十
一
年
八
月
の
『
四
家
雋
』
の
紛
議
に
先
立
ち
、
同
年
二
月
、
京
都
の
書
肆
の
田
原
勘
兵
衛
は
、
小
林
新
兵
衛
刊
の
『
唐
詩
選
』
を
『
唐

詩
訓
解
』
の
類
板
で
あ
る
と
訴
え
、
公
事
沙
汰
と
な
っ
て
い
た（

（（
（

。『
四
家
雋
』
の
一
件
は
、
東
西
の
書
肆
の
関
係
を
さ
ら
に
険
悪
に
し
た
に
違
い

な
い
。
こ
れ
ら
の
衝
突
が
契
機
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
享
保
十
二
年
、
須
原
屋
一
統
を
中
核
と
す
る
江
戸
の
地
店
は
、
中
通
組
を
離
脱
し
、
新

た
な
書
物
屋
仲
間
の
南
組
を
作
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
江
戸
の
書
物
問
屋
仲
間
の
う
ち
、
通
町
組
及
び
中
通
組
は
上
方
系
列
の
本
屋
、
南
組
は
江
戸

の
地
店
─
と
い
う
基
本
図
式
が
出
来
上
が
る
。
両
勢
力
の
抗
争
は
寛
延
三
年
に
再
燃
し
て
い
る（

（（
（

。                               　

　

以
上
の
よ
う
な
東
西
の
本
屋
の
激
し
い
紛
争
に
巻
き
込
ま
れ
、『
四
家
雋
』
の
刊
行
は
停
滞
し
た
。
徂
徠
学
派
の
視
点
に
立
て
ば
、『
唐
詩
選
』

に
関
し
て
小
林
新
兵
衛
と
の
提
携
が
効
果
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
、『
四
家
雋
』
に
関
し
て
は
裏
目
に
出
た
と
い
え
る
。『
唐
詩
選
』
の
板
株
を
め
ぐ

る
田
原
勘
兵
衛
と
小
林
新
兵
衛
と
の
争
い
は
、
小
林
新
兵
衛
が
勝
利
し
、『
唐
詩
選
』
は
『
三
体
詩
』
や
『
瀛
奎
律
髄
』
を
圧
倒
し
て
い
っ
た
。

同
じ
過
ち
を
文
章
選
集
に
お
い
て
繰
り
返
す
こ
と
は
、
京
都
の
書
肆
た
ち
に
と
っ
て
絶
対
に
避
け
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
。
彼
ら
が

『
四
家
雋
』
の
刊
行
に
神
経
を
尖
ら
せ
た
の
も
頷
け
る
。
か
く
し
て
、
文
章
の
刷
新
は
徂
徠
の
計
画
通
り
に
は
行
か
な
か
っ
た
。

　

も
っ
と
も
、
古
文
辞
の
文
集
は
『
四
家
雋
』
の
李
王
の
巻
に
限
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。『
滄
溟
先
生
集
』
や
『
弇
州
山
人
四
部
稿
選
』

な
ど
の
書
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
本
も
類
板
規
制
に
翻
弄
さ
れ
た
。

　
『
滄
溟
先
生
集
』
は
、
初
め
宇
野
明
霞
の
訓
点
で
出
版
が
計
画
さ
れ
た
が
、
こ
の
企
画
は
実
現
し
な
か
っ
た（

（（
（

。
そ
の
後
、
延
享
元
年
に
、『
補
注

李
滄
溟
先
生
文
選
』
が
刊
行
さ
れ
る（

（（
（

。
し
か
し
、
こ
の
本
は
六
篇
の
文
章
の
本
文
が
削
り
取
ら
れ
て
い
る
。
他
書
と
の
重
複
を
避
け
た
も
の
と
推

測
さ
れ
る
。
延
享
五
年
に
は
関
南
瀕
（
校
訂
）『
滄
溟
先
生
集
』
が
上
梓
さ
れ
る
が
、
詩
の
巻
の
み
で
あ
る
。

　
『
弇
州
山
人
四
部
稿
選
』
は
延
享
五
年
に
芥
川
丹
丘
の
校
訂
で
刊
行
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
た
だ
し
、『
上
組
済
帳
標
目
』
延
享
三
年
に
「
丸
屋
市
兵
衛

板
行
御
願
候
ニ
付
、
四
大
家
文
抄
文
範
ニ
差
構
、
抜
キ
被
申
相
済
則
証
文
有
之（

（（
（

」
と
あ
る
よ
う
に
、
次
に
見
る
『
四
大
家
文
抄
』・『
四
先
生
文

範
』
に
載
る
文
章
を
削
除
し
て
い
る
。
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大
潮
（
編
）『
四
大
家
文
抄
』
は
元
文
三
年
の
刊
、
四
大
家
と
は
李
夢
陽
・
李
攀
龍
・
王
世
貞
・
汪
道
昆
の
四
人
を
指
す
。
本
書
は
各
種
の
文

体
を
採
録
す
る
も
の
の
、「
碑
」・「
墓
誌
」
な
ど
の
文
体
に
は
李
攀
龍
と
王
世
貞
の
文
を
採
ら
ず
、
物
足
り
な
い
選
集
で
あ
る
。
ま
た
、
徂
徠
の

李
夢
陽
と
汪
道
昆
へ
の
評
価
は
高
く
な
い
た
め
、
そ
の
点
で
も
不
満
が
残
る
編
集
と
な
っ
て
い
る（

（（
（

。

　

寛
保
元
年
刊
の
焦
竑
（
編
）・
大
内
熊
耳
（
点
）『
四
先
生
文
範
』
は
、『
四
大
家
文
抄
』
と
同
じ
四
人
の
文
章
を
収
め
る
。
し
か
し
本
書
は
、

施
訓
し
た
大
内
熊
耳
自
身
も
疑
っ
て
い
る
よ
う
に
焦
竑
の
名
を
借
り
た
偽
撰
の
可
能
性
が
高
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
熊
耳
が
本
書
を
刊
行
し

た
の
は
、
深
刻
な
「
明
文
」（
明
代
の
文
章
）
不
足
へ
の
応
急
処
置
の
た
め
で
あ
っ
た（

（（
（

。

　

以
上
の
よ
う
に
、『
四
家
雋
』
以
外
の
本
に
は
ど
れ
も
欠
点
が
あ
り
、
古
文
辞
の
模
範
文
集
と
す
る
の
は
難
し
い
。『
四
家
雋
』
の
刊
行
が
遅
れ

れ
ば
、
早
く
か
ら
刊
行
さ
れ
、
入
手
も
容
易
な
『
滄
溟
尺
牘
』
に
人
気
が
集
ま
る
の
は
当
然
の
流
れ
で
あ
っ
た
。

　（
三
）
南
郭
の
序
文　

　

流
行
の
第
三
の
要
因
は
、
巻
頭
に
附
さ
れ
た
南
郭
の
「
重
刻
滄
溟
尺
牘
序
」
で
あ
る
。
南
郭
は
、
こ
の
文
章
に
お
い
て
先
ず
尺
牘
の
歴
史
を
次

の
よ
う
に
述
べ
る
。

　

尺
牘
は
「
古
人
」
も
こ
れ
を
用
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
文
章
と
し
て
の
体
裁
は
具
え
て
い
て
も
、
微
小
な
も
の
で
あ
る
と
見
做
さ
れ
て
い

た
。
そ
の
た
め
大
事
に
関
し
て
は
、「
尺
牘
」
を
用
い
ず
、「
書
疏
」
の
二
文
体
を
用
い
、
長
文
を
雄
弁
に
代
え
、
文
采
に
心
を
砕
い
た
。
も
し
相

手
か
ら
尺
牘
が
送
ら
れ
て
き
た
場
合
に
は
、
返
信
は
す
る
が
、
そ
れ
ら
を
後
世
に
残
し
、
尺
牘
を
「
一
不
朽
之
具
（
一
不
朽
の
具
）」
に
な
そ
う

と
い
う
考
え
は
な
か
っ
た
。
古
の
尺
牘
が
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
の
は
、
作
者
が
著
名
で
あ
っ
た
か
、
筆
跡
が
優
れ
て
い
た
か
の
ど
ち
ら
か
に

よ
る
。
し
か
し
、
明
代
に
至
っ
て
変
化
が
起
こ
る
。「
明
人
始
多
用
巧
於
此
、
作
者
維
競
。
片
玉
必
取
諸
崑
岡
、
一
枝
必
取
諸
桂
林
。
斯
可
称
創

体
矣
。
創
体
則
滄
溟
其
選
也
（
明
人 

始
め
て
多
く
巧
を
此
に
用
ひ
、
作
者 

維
れ
競
ふ
。
片
玉 

必
ず
こ
れ
を
崑
岡
に
取
り
、
一
枝 

必
ず
こ
れ
を

桂
林
に
取
る
。
斯
れ
創
体
と
称
す
べ
し
。
創
体
は
則
ち
滄
溟　

其
れ
選す
ぐ

れ
た
り
）」。
明
人
は
、
尺
牘
に
技
巧
を
凝
ら
し
、
そ
の
妙
手
を
競
い
合
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い
、
わ
ず
か
な
表
現
も
古
典
に
材
を
取
っ
た
。
こ
れ
は
事
実
上
、
新
た
な
文ジ
ャ
ン
ル体
の
創
始
で
あ
る
。
こ
の
新
た
な
文
体
に
取
り
組
ん
だ
人
々
の
中

で
、
李
攀
龍
は
最
も
優
れ
て
い
る
。

　

明
代
に
な
っ
て
尺
牘
は
本
格
的
な
文
芸
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
と
い
う
南
郭
の
説
は
非
常
に
重
要
で
あ
る（

（（
（

。
第
四
章
で
詳
し
く
見
る
よ
う
に
、
古

文
辞
派
の
文
人
た
ち
は
尺
牘
を
熱
心
に
作
っ
た
が
、
彼
ら
の
多
く
は
、
こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
他
の
文
体
同
様
の
真
剣
さ
で
そ
の
制
作
に
取

り
組
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

　

南
郭
は
李
攀
龍
の
尺
牘
の
も
と
づ
く
所
を
四
つ
挙
げ
る
。
こ
の
四
つ
に
つ
い
て
、
南
郭
は
「
我
思
古
人
、
実
獲
我
心
（
我 

古
人
を
思
ひ
、
実

に
我
が
心
を
獲
た
り
）」
と
述
べ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
同
時
に
南
郭
自
身
の
尺
牘
観
と
一
致
し
て
い
る
。

　

第
一
に
、『
春
秋
左
氏
伝
』
で
あ
る
。

　
　

夫
敬
於
幣
之
未
将
、
寓
其
実
於
赫
蹏
之
間
。
非
辞
命
以
為
潤
色
、
何
以
厳
如
端
章
甫
見
大
賓
。
蓋
取
諸
左
氏
。

夫
れ
幣
の
未
だ
将
ら
ざ
る
に
敬
し
、
其
の
実
を
赫
蹏
の
間
に
寓
す
。
辞
命
以
て
潤
色
を
為
す
に
非
ざ
れ
ば
、
何
を
以
て
か
厳
た
る
こ
と
端
章

甫
し
て
大
賓
を
見
る
が
如
く
な
ら
ん
。
蓋
し
こ
れ
を
左
氏
に
取
る
。

尺
牘
と
「
辞
命
」
─
す
な
わ
ち
外
交
の
際
に
使
者
が
語
る
言
辞
─
と
を
結
び
つ
け
る
論
は
、
王
世
貞
「
尺
牘
清
裁
序
」
の
「
夫
書
者
、
辞
命
之
流

也
（
夫
れ
書
は
、
辞
命
の
流
な
り（

（（
（

）」
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　

ま
た
、「
修
辞
」
と
「
端
章
甫
見
大
賓
」
と
い
っ
た
礼
の
威
儀
と
を
類
比
的
に
捉
え
る
発
想
は
、
徂
徠
学
に
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
。
徂
徠
は

「
古
之
君
子
、
礼
楽
得
諸
身
。
故
修
辞
者
、
学
君
子
之
言
也
（
古
の
君
子
、
礼
楽
こ
れ
を
身
に
得
た
り
。
故
に
辞
を
修
む
る
は
、
君
子
の
言
を
学

ぶ
な
り（

（（
（

）」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
修
辞
と
礼
楽
と
を
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
見
る
。
南
郭
は
徂
徠
の
説
を
受
け
継
ぎ
、「
夫
礼
楽
皆
得
、
謂
之
有
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徳
。
有
徳
必
有
言
。
得
之
礼
楽
之
旨
。
故
辞
約
而
旨
微
。
得
之
礼
楽
之
観
、
故
言
文
而
観
美
（
夫
れ
礼
楽 

皆
得
る
を
之
を
有
徳
と
謂
ふ
。
有
徳

は
必
ず
言
有
り
。
之
を
礼
楽
の
旨
に
得
。
故
に
辞 

約
に
し
て
旨 

微
な
り
。
之
を
礼
楽
の
観
に
得
。
故
に
言 

文
に
し
て
観 

美
な
り（

（（
（

）」
と
い
う
。

南
郭
に
と
っ
て
、
技
巧
を
凝
ら
し
た
李
攀
龍
の
尺
牘
は
、
燦
然
た
る
礼
楽
を
想
起
さ
せ
る
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
曹
植
と
建
安
七
子
の
劉
楨
で
あ
る
。

親
交
不
薄
、
言
期
断
金
、
蔚
矣
其
文
。
概
略
其
人
、
則
鄴
中
之
八
斗
、
或
助
之
才
。
蓋
取
諸
曹
劉
。

親
交 

薄
か
ら
ず
、
言 

断
金
を
期
す
。
蔚
た
る
其
の
文
。
其
の
人
を
概
略
す
れ
ば
、
則
ち
鄴
中
の
八
斗
、
或
い
は
之
が
才
を
助
く
。
蓋
し
こ

れ
を
曹
劉
に
取
れ
り
。

「
親
交
不
薄
」
は
曹
植
の
五
言
詩
「
贈
丁
儀
」
の
「
親
交
義
不
薄
（
親
交
、
義 

薄
か
ら
ず（

（（
（

）」
の
句
に
よ
る
。
お
そ
ら
く
「
曹
劉
」
に
限
ら
ず
、

建
安
期
の
詩
文
に
描
か
れ
て
い
る
友
誼
が
南
郭
の
念
頭
に
あ
ろ
う
。
李
攀
龍
の
友
人
宛
の
書
簡
に
は
、「
握
手
」
や
「
傍
若
無
人
」（
友
人
と
熱
く

語
り
あ
い
、
周
囲
を
気
に
し
な
い
）
と
い
っ
た
言
葉
が
頻
出
す
る（

（（
（

。
こ
の
よ
う
な
友
情
の
表
現
は
建
安
文
学
に
遡
る
と
南
郭
は
見
る
の
で
あ
る
。

南
郭
自
身
も
平
野
金
華
ら
と
「
断
金
」
の
交
わ
り
を
結
ん
で
い
た
。
彼
ら
は
詩
文
の
中
で
自
ら
を
建
安
七
子
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る（

（（
（

。

　

第
三
に
、「
二
王
」
す
な
わ
ち
王
羲
之
・
王
献
之
で
あ
る
。

　
　

知
己
其
聴
、
何
必
繁
音
。
小
言
詹
詹
若
有
若
亡
、
則
二
王
之
唯
墨
是
存
。
適
足
以
効
其
真
率
。

知
己　

其
れ
聴
か
ん
。
何
ぞ
繁
音
を
必
せ
ん
。
小
言
詹
詹
、
有
る
が
若
く
亡
き
が
若
き
は
、
則
ち
二
王
の
唯
だ
墨
の
み
是
れ
存マ

マ
す
る
。
適
に
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以
て
其
の
真
率
を
効
ふ
に
足
る
。

省
略
の
多
い
王
羲
之
の
書
簡
は
難
解
で
あ
る
。
た
と
え
ば
草
書
の
典
範
と
さ
れ
る
法
帖
「
十
七
帖
」
に
は
、
数
種
の
注
釈
が
存
在
す
る（

（（
（

。
李
攀
龍

の
尺
牘
も
同
様
で
あ
り
、
次
章
で
取
り
上
げ
る
『
滄
溟
尺
牘
』
の
注
釈
書
は
、
難
読
箇
所
に
は
二
つ
の
解
釈
を
併
記
す
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。

　

こ
こ
で
南
郭
が
「
真
率
」
と
い
う
の
は
、
王
羲
之
が
、「
比
者
悠
々
、
如
何
可
言
（
比こ
の
ご
ろ者

悠
々
た
り
。
如
何
ぞ
言
ふ
可
け
ん
や（

（（
（

）」
─
こ
の
ご
ろ

心
が
晴
れ
ず
、
こ
の
気
持
ち
を
ど
う
言
い
表
せ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
─
と
い
っ
た
よ
う
に
自
己
の
心
境
を
繕
わ
ず
述
べ
て
い
る
こ
と
を
お
そ
ら
く
指

し
て
い
る
。
李
攀
龍
は
、
尺
牘
の
中
で
好
悪
ど
ち
ら
の
感
情
も
、
か
な
り
明
け
透
け
に
吐
露
す
る
傾
向
が
あ
り
、
確
か
に
「
真
率
」
で
あ
る（

（（
（

。

　

第
四
に
、『
世
説
新
語
』
で
あ
る
。

　
　

正
始
之
旨
、
莫
逆
於
彼
此
。
雋
永
於
短
詞
、
俾
人
一
唱
而
三
嘆
、
則
二
劉
之
富
清
言
、
亦
可
以
仮
之
尺
一
之
技
。

　
　

�

正
始
の
旨
、
彼
此
に
莫
逆
す
。
短
詞
に
雋
永
に
し
て
、
人
を
し
て
一
唱
し
て
三
嘆
せ
し
む
る
は
、
則
ち
二
劉
の
清
言
に
富
む
も
、
亦
た
以
て

之
を
尺
一
の
技
に
仮
す
可
し
。

「
正
始
之
旨
」
は
、
何
晏
や
王
弼
ら
の
玄
学
を
指
し
、「
二
劉
」
は
『
世
説
新
語
』
の
編
者
の
劉
義
慶
と
注
釈
者
の
劉
孝
標
と
を
指
す
。「
清
言
」

は
、『
世
説
新
語
』
言
語
篇
や
文
学
篇
の
寸
鉄
人
を
刺
す
名
言
が
念
頭
に
あ
ろ
う
。『
世
説
』
に
は
及
ば
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、『
滄
溟
尺
牘
』

に
も
警
抜
な
表
現
は
見
え
る
（
た
と
え
ば
「
平
生
善
臥
。
是
称
病
隠
。
造
化
其
奈
我
何
（
平
生
善
く
臥
す
。
是
れ
を
病
隠
と
称
す
。
造
化
も
其
れ

我
を
奈
何
せ
ん（

（（
（

）」
と
い
っ
た
語
）。
南
郭
自
身
も
『
世
説
』
風
の
機
智
に
富
ん
だ
表
現
を
好
ん
だ
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、「
懐
仙
楼
」
で
の
会
合

の
欠
席
を
告
げ
る
書
簡
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。



『滄溟先生尺牘』の時代―古文辞派と漢文書簡

— 67 —

　
　

不
佞
喬
雖
有
忝
属
仙
籍
、
時
乃
不
得
厠
三
清
之
坐
列
、
飽
沆
瀣
之
餘
酌
。
故
応
見
嗤
凡
骨
未
化
耳
（
（（
（

。

　
　

　
　

�

不
佞
喬
（
南
郭
の
名
─
引
用
者
注
） 

忝
く
仙
籍
に
属
す
る
有
り
と
雖
も
、
時
に
乃
ち
三
清
の
坐
列
に
厠
り
、
沆
瀣
の
餘
酌
に
飽
く
こ
と
を
得

ず
。
故
よ
り
応
に
凡
骨
の
未
だ
化
せ
ざ
る
を
嗤
は
る
べ
き
の
み
。

「
懐
仙
楼
」
に
ち
な
み
、
自
分
た
ち
を
「
仙
人
」
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
滄
溟
尺
牘
』
に
つ
い
て
の
南
郭
の
論
に
は
、
彼
の
詩
文
一
般
に
対
す
る
好
尚
が
強
く
反
映
し
て
い
る
。
南
郭
の
序
を
読
み
、『
滄
溟
尺
牘
』
を

学
べ
ば
古
文
辞
の
精
髄
を
理
解
で
き
る
と
考
え
た
読
者
は
多
か
っ
た
に
違
い
な
い
。

三
．
注
釈
書

　
『
唐
詩
選
』
の
注
釈
書
が
多
く
編
纂
さ
れ
た
よ
う
に
、『
滄
溟
尺
牘
』
も
多
く
の
注
釈
書
が
編
纂
さ
れ
た
。
渋
井
太
室
は
「
関
東
之
学
（
関
東
の

学
）」
の
特
徴
に
つ
い
て
語
っ
た
中
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

�

相
伝
曰
、
某
精
唐
詩
。
某
熟
世
説
。
某
嫺
于
鱗
尺
牘
。
進
聴
其
講
説
、
退
捜
其
訓
註
。
童
習
白
粉
、
以
求
一
語
之
所
出
、
与
一
字
之
所
拠
。

有
不
得
則
不
惜
時
日
、
不
憚
行
露
、
必
窮
而
止
矣
。
以
此
成
家
（
（（
（

。

　
　

�

相
伝
へ
て
曰
く
、「
某
は
唐
詩
に
精
し
。
某
は
世
説
に
熟
す
。
某
は
于
鱗
尺
牘
（『
滄
溟
尺
牘
」
─
引
用
者
注
）
に
嫺
ふ
」
と
。
進
み
て
其
の
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講
説
を
聴
き
、
退
き
て
其
の
訓
註
を
捜
る
。
童
習
白
粉
、
以
て
一
語
の
出
づ
る
所
と
、
一
字
の
拠
る
所
と
を
求
む
。
得
ざ
る
こ
と
有
れ
ば
則

ち
時
日
を
惜
し
ま
ず
、
行
露
を
憚
ら
ず
、
必
ず
窮
め
て
止
む
。
此
を
以
て
家
を
成
す
。

こ
の
よ
う
な
講
説
と
熱
心
な
典
拠
探
し
の
中
か
ら
注
釈
書
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

こ
れ
は
「
関
東
」
に
限
ら
れ
た
現
象
で
は
な
か
っ
た
。
既
に
紹
介
し
た
江
村
北
海
の
言
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
関
西
で
も
『
尺
牘
』
は
流
行
し
て

い
た
。
た
と
え
ば
、『
難
波
土
産
』
の
著
者
で
、
近
松
と
の
関
係
で
有
名
な
大
坂
の
儒
者
、
穂
積
以
貫
は
、『
滄
溟
尺
牘
国
字
解
』（
写
本（

（（
（

）
を
残

し
て
い
る
。
伊
藤
東
涯
の
門
人
で
あ
る
以
貫
も
、
時
流
に
応
じ
、『
滄
溟
尺
牘
』
を
講
説
の
席
で
取
り
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

最
も
早
く
公
刊
さ
れ
た
注
釈
書
も
、
関
西
の
儒
者
の
手
に
な
る
。
武
田
梅
龍
の
『
李
滄
溟
尺
牘
便
覧
』（
宝
暦
二
年
刊
）
で
あ
る（

（（
（

。
板
元
は
山

田
三
郎
兵
衛
・
河
南
四
郞
右
衛
門
・
上
坂
勘
兵
衛
・
中
西
卯
兵
衛
ら
京
都
の
本
屋
で
あ
る
。『
滄
溟
尺
牘
』
の
板
元
は
小
林
新
兵
衛
で
あ
る
た

め
、『
便
覧
』
は
本
文
を
有
さ
ず
、
注
釈
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。『
便
覧
』
の
注
釈
の
ほ
と
ん
ど
は
典
拠
を
引
く
の
み
で
あ
る
が
、「
五
斗
」

の
注
に
は
徂
徠
の
『
度
量
衡
考
』
の
説
を
挙
げ（

（（
（

、「
風
塵
」
の
注
に
は
、
宇
野
明
霞
の
考
証
を
引
用
し
て
い
る（

（（
（

。
梅
龍
は
、
徂
徠
学
を
上
方
に
導

入
し
た
宇
野
明
霞
に
師
事
し
て
お
り
、
彼
の
学
統
が
表
れ
た
注
釈
と
い
え
よ
う
。

　

続
い
て
出
版
さ
れ
た
の
は
、
村
井
中
漸
（
閲
）・
有
馬
玄
蔵
（
著
）『
李
滄
溟
尺
牘
国
字
解
』（
明
和
二
年
刊
）
で
あ
る
。
村
井
中
漸
は
、
算
学

に
秀
で
た
京
都
の
学
者
で
、
有
馬
玄
蔵
は
彼
の
弟
子
で
あ
る
。「
国
字
解
」
と
銘
打
つ
通
り
、
そ
の
注
釈
は
カ
ナ
交
じ
り
文
で
著
さ
れ
て
お
り
、

典
拠
を
挙
げ
る
と
と
も
に
、
訳
文
に
類
し
た
説
明
が
随
所
に
入
る
。『
便
覧
』
同
様
、
注
釈
の
み
か
ら
な
り
、
本
文
は
な
い
。
板
元
は
、『
便
覧
』

と
同
じ
で
あ
る
が
、『
上
組
済
帳
標
目
』（
宝
暦
十
三
年
五
月
～
九
月
）
に
「
同
国
字
解
、
山
田
三
郎
兵
衛
、
か
ゝ
や
卯
兵
衛
、
両
人
相
合
之
一

件
（
（（
（

」
と
見
え
、
本
屋
間
で
揉
め
事
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

明
和
五
年
に
は
、『
滄
溟
尺
牘
』
の
板
元
で
あ
る
小
林
新
兵
衛
も
注
釈
を
刊
行
す
る
。
高
橋
道
齋
『
滄
溟
先
生
尺
牘
考
（
（（
（

』
で
あ
る
。『
便
覧
』
の

板
元
は
本
書
の
出
版
に
危
機
感
を
抱
い
た
ら
し
く
、
明
和
六
年
に
江
戸
の
書
物
屋
仲
間
に
本
書
に
関
し
て
問
い
合
わ
せ
て
い
る（

（（
（

。『
尺
牘
』
本
文
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は
無
理
で
も
、
せ
め
て
注
釈
の
利
益
を
確
保
し
た
い
と
い
う
思
惑
で
あ
ろ
う
。
小
林
新
兵
衛
は
そ
の
よ
う
な
意
図
を
お
そ
ら
く
見
抜
き
、
わ
ざ
と

『
考
』
を
注
釈
の
み
の
構
成
に
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、『
尺
牘
』
自
体
の
売
り
上
げ
を
維
持
し
な
が
ら
、
注
釈
書
の
利
益

を
奪
取
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

著
者
の
高
橋
道
齋
は
、
上
毛
下
仁
田
の
素
封
家
で
、
井
上
蘭
臺
に
師
事
し
た（

（（
（

。
井
上
蘭
臺
は
、
林
家
員
長
を
務
め
た
後
、
備
前
岡
山
の
池
田
家

に
仕
え
た
儒
者
で
あ
る
。
そ
の
学
風
は
徂
徠
学
に
接
近
し
、
本
稿
の
冒
頭
で
紹
介
し
た
石
島
筑
波
な
ど
徂
徠
学
派
の
人
士
と
も
交
際
が
あ
っ
た
。

ま
た
洒
脱
な
人
柄
で
、『
唐
詩
笑
』
や
『
小
説
白
藤
伝
』
の
戯
著
を
も
の
し
た
。
蘭
臺
の
門
下
に
は
、
い
わ
ゆ
る
折
衷
学
の
泰
斗
と
し
て
知
ら
れ

る
井
上
金
峨
や
、
書
法
に
お
け
る
「
復
古
」
の
主
唱
者
で
あ
っ
た
澤
田
東
江
が
い
る
。
道
齋
は
、
金
峨
及
び
東
江
と
莫
逆
の
仲
で
あ
っ
た
。
蘭
臺

門
周
辺
─
と
り
わ
け
蘭
臺
と
筑
波
の
間
の
人
脈
─
に
は
、
尺
牘
に
深
い
関
心
を
持
っ
た
人
物
が
多
い
、

　

先
ず
は
井
上
金
峨
で
あ
る
。『
金
峨
山
人
考
槃
堂
漫
録
』
に
は
、『
滄
溟
尺
牘
』
中
の
「
王
舎
城
二
頃
種
秫
」
と
い
う
一
節
を
考
証
し
た
条
が
あ

る
。
金
峨
は
、
そ
の
末
に
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

　
　

二
十
年
前
、
講
帷
家
奉
李
王
二
家
集
以
詩
書
、
謬
以
伝
謬
。
近
来
此
風
少
衰
。
可
為
後
生
賀
之
。
可
不
謂
純
卿
与
有
力
焉
哉
（
（（
（

。

　
　

�

二
十
年
前
、
講
帷
家 

李
王
二
家
の
集
を
奉
ず
る
に
詩
書
を
以
て
す
、
謬
り
以
て
謬
り
を
伝
ふ
。
近
来
此
の
風 

少
し
く
衰
ふ
。
後
生
の
為
に

之
を
賀
す
可
し
。
純
卿 

与
り
て
力
有
り
と
謂
は
ざ
る
可
け
ん
や
。

　

か
く
い
う
金
峨
自
身
も
、
若
い
頃
は
こ
の
よ
う
な
「
風
」
に
染
ま
っ
て
い
た
。
彼
が
徂
徠
学
派
の
文
人
と
交
わ
り
、
古
文
辞
に
夢
中
に
な
っ
て

い
た
こ
と
は
、『
病
間
長
語
』
で
「
懺
悔
ば
な
し
」
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る（

（（
（

。
ま
た
、
彼
の
蘭
臺
に
宛
て
た
書
簡
は
、
典
型
的
な
李
王
風
の
尺
牘

で
あ
る（

（（
（

。
か
つ
て
親
し
ん
だ
『
滄
溟
尺
牘
』
の
語
句
は
、
反
古
文
辞
に
転
じ
た
後
に
も
、
金
峨
の
脳
裏
を
去
来
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
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次
に
鈴
木
澶
洲
で
あ
る
。『
逢
原
記
聞
』
に
よ
れ
ば
、
澶
洲
は
も
と
は
浪
人
学
者
で
あ
っ
た
が
、
感
応
寺
の
富
籤
に
当
た
り
、
旗
本
与
力
の
株

を
買
っ
た
と
い
う（

（（
（

。
金
峨
は
彼
の
著
作
に
序
文
を
寄
せ
て
お
り
、
澤
田
東
江
と
も
交
流
が
あ
っ
た
と
伝
わ
る
。
彼
の
随
筆
『
撈
海
一
得
』
に
は
、

『
滄
溟
尺
牘
』
の
難
語
（「
致
暦
」・「
于
浙
」・「
投
枚
記
里
」）
を
論
じ
た
三
条
が
あ
る（

（（
（

。「
投
枚
記
里
（
（（
（

」
の
考
拠
に
お
い
て
彼
は
『
中
山
伝
信
録
』

の
一
節
を
引
き
、
同
書
の
挿
絵
の
「
玻
璃
漏
」（
砂
時
計
）
と
「
針
盤
」（
羅
針
盤
）
を
あ
わ
せ
て
掲
載
す
る
。
こ
れ
と
同
じ
『
中
山
伝
信
録
』
の

部
分
と
「
玻
璃
漏
」
の
絵
と
が
、
道
齋
の
『
滄
溟
先
生
尺
牘
考
』
巻
上
附
録
に
も
載
る
。
直
接
的
な
影
響
関
係
の
有
無
は
不
明
で
あ
る
が
、
二
人

の
関
心
の
近
さ
が
窺
わ
れ
る
。

　

高
葛
陂
も
こ
の
列
に
加
え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
葛
陂
は
、
大
坂
の
人
。
明
末
に
日
本
に
逃
れ
た
唐
人
の
子
孫
と
い
う
。
江
戸
に
出
て
、
始
め
は

篠
崎
東
海
の
門
に
入
り
、
東
海
が
卒
す
る
と
石
島
筑
波
に
師
事
し
た（

（（
（

。
澤
田
東
江
と
親
し
く
、
東
江
を
介
し
て
金
峨
と
も
交
際
が
開
け
て
い
る（

（（
（

。

明
和
年
間
以
降
は
、
京
都
に
居
を
移
し
、
そ
の
地
で
は
次
章
で
取
り
上
げ
る
田
中
江
南
と
交
友
し
て
い
る
。
彼
に
は
、『
弇
州
先
生
尺
牘
選
』
の

注
釈
『
弇
州
尺
牘
国
字
解
（
（（
（

』
の
著
が
あ
る
。
跋
に
よ
れ
ば
、
越
後
滞
在
中
に
そ
の
地
の
弟
子
に
与
え
た
も
の
で
、
尺
牘
流
行
の
地
方
波
及
の
一
証

と
な
る
。

　

こ
れ
ら
一
群
の
人
士
は
、
厳
格
な
儒
者
な
ら
眉
を
ひ
そ
め
る
振
る
舞
い
が
多
か
っ
た
。
井
上
金
峨
は
若
い
頃
「
客ウ
ワ
キ気

に
ま
か
せ
て
さ
わ
ぎ
立

ち
（
（（
（

」、
無
頼
の
日
々
を
過
ご
し
た
。
鈴
木
澶
洲
は
「
若
キ
時
ハ
放
蕩
ノ
人
」
で
、『
吉
原
細
見
』
を
終
生
集
め
て
い
た
と
い
う（

（（
（

。
高
葛
陂
は
、
十
八

大
通
の
一
人
、「
女
郎
買
の
稽
古
所
（
（（
（

」
と
呼
ば
れ
た
大
和
屋
の
文
魚
と
交
わ
っ
た（

（（
（

。

　

彼
ら
に
と
っ
て
『
滄
溟
尺
牘
』
は
、
文
章
だ
け
で
な
く
、
文
人
生
活
の
模
範
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。「
与
宋
子
相
」
の
次
の
場
面
な
ど

は
、
宴
席
で
の
「
意
気
慷
慨
」
の
よ
き
見
本
で
あ
る
。

　
　

帰
復
雷
雨
。
乃
歌
黄
楡
諸
篇
、
以
敵
其
勢
、
則
響
振
大
陸
、
秋
色
漂
颯
。
頽
乎
就
酔
、
遂
極
千
載
、
品
物
五
子
於
中
原
。
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�

帰
れ
ば
復
た
雷
雨
す
。
乃
ち
黄
楡
諸
篇
を
歌
ひ
、
以
て
其
の
勢
に
敵
す
れ
ば
、
則
ち
響 

大
陸
に
振
ひ
、
秋
色 

漂
颯
た
り
。
頽
乎
と
し
て
酔

に
就
き
て
、
遂
に
千
載
を
極
め
、
五
子
（
王
世
貞
ら
五
人
の
同
志
─
引
用
者
注
）
を
中
原
に
品
物
す
（
（（
（

。

　

ま
た
、「
夫
玩
世
之
為
大
於
辟
世
也
邈
矣
（
夫
れ
世
を
玩
ぶ
の
大
な
り
と
為
る
こ
と
世
を
辟さ
く

る
こ
と
よ
り
も
邈は
る

か
な
り（

（（
（

）」
と
李
攀
龍
は
い
う
。

こ
こ
で
の
「
玩
世
」
は
俗
世
を
見
下
し
な
が
ら
あ
え
て
官
途
に
就
く
こ
と
を
指
す
が
、
江
戸
の
文
人
は
あ
え
て
時
流
に
迎
合
し
、
俗
世
を
楽
し
む

こ
と
も
「
玩
世
」
と
呼
ん
だ（

（（
（

。
自
己
の
才
知
を
認
め
ぬ
世
の
中
へ
不
満
を
抱
き
（
あ
る
い
は
そ
の
ふ
り
を
し
）
な
が
ら
享
楽
的
に
生
き
る
の
は
、

隠
棲
よ
り
も
風
流
だ
と
思
っ
た
人
々
も
少
な
く
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

話
を
注
釈
書
に
戻
す
と
、
道
齋
の
『
尺
牘
考
』
が
出
た
翌
年
、
明
和
六
年
に
新
井
白
蛾
『
滄
溟
尺
牘
児
訓
（
（（
（

』
が
同
じ
く
嵩
山
房
か
ら
刊
行
さ
れ

た
。
新
井
白
蛾
は
易
学
者
と
し
て
知
ら
れ
、
徂
徠
学
の
影
響
を
受
け
、「
古
易
」
を
唱
え
た
人
物
で
あ
る
。『
国
字
解
』
が
部
分
訳
で
あ
っ
た
の
に

対
し
、『
児
訓
』
は
、
一
部
分
節
略
は
あ
る
も
の
の
、
ほ
ぼ
全
訳
で
あ
る
。
本
文
は
、『
尺
牘
考
』
と
同
様
掲
載
し
な
い
。

　

本
書
に
は
、
偽
板
と
呼
ぶ
べ
き
本
が
あ
る
。
北
越
山
人
『
滄
溟
尺
牘
諺
解
』（
明
和
四
年
刊（

（（
（

）
で
あ
る
。
両
書
の
関
係
は
複
雑
で
、
巻
上
・
巻

中
は
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
が
、
巻
下
は
大
き
く
異
な
る
。『
上
組
済
帳
標
目
』
の
宝
暦
十
三
年
の
項
に
、「
滄
溟
尺
牘
児
訓
と
申
書　

江
戸
須
原
屋

新
兵
衛
方
板
行
催
ニ
付（

（（
（

」
云
々
と
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、『
児
訓
』
の
企
画
は
か
な
り
早
い
時
期
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
刊
行
に
至
る
前
に
、『
児
訓
』
の
巻
下
以
外
の
原
稿
が
流
出
す
る
と
い
っ
た
事
件
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
庭
川
庄
左
衛
門
は
「
割
印

帳
」
に
一
度
も
名
の
見
え
な
い
素
性
の
怪
し
い
本
屋
で
、『
唐
詩
選
国
字
解
』
の
偽
板
の
一
つ
『
唐
詩
選
諺
解
』
を
出
版
し
て
い
る（

（（
（

。『
唐
詩
選
』

と
『
滄
溟
尺
牘
』
は
し
ば
し
ば
並
称
さ
れ
た
が
、
こ
の
二
書
は
海
賊
版
で
も
一
対
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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四
． 

尺
牘
の
制
作

（
一
）
指
南
書　

　
『
滄
溟
尺
牘
』
の
流
行
は
尺
牘
の
実
作
へ
と
人
々
を
駆
り
立
て
た
。
こ
れ
を
受
け
、
尺
牘
制
作
の
手
引
き
と
な
る
書
物
が
和
刻
さ
れ
、
あ
る
い

は
編
纂
さ
れ
た
。

　

も
っ
と
も
、
こ
の
種
の
書
籍
は
、『
滄
溟
尺
牘
』
流
行
以
前
か
ら
既
に
出
版
さ
れ
て
い
る
。
王
宇
（
撰
）・
陳
瑞
錫
（
注
）『
翰
墨
全
書
』（
寛
永

二
十
年
刊
）
や
熊
寅
幾
（
編
）『
尺
牘
双
魚
』（
承
応
三
年
刊
）
が
そ
の
代
表
で
あ
る
。
ま
た
、『
尺
牘
諺
解
』（
延
宝
八
年
刊
）・『
名
公
翰
墨
便
蒙

書
』（
延
宝
九
年
刊
）
の
よ
う
に
カ
ナ
交
じ
り
文
の
解
説
書
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
本
は
点
校
者
や
撰
者
の
名
が
不
明
で
あ

る
こ
と
が
多
い
。
こ
れ
に
対
し
、『
滄
溟
尺
牘
』
以
後
は
、
点
校
者
や
撰
者
の
名
が
明
示
さ
れ
る
。
ま
た
、
唐
本
の
和
刻
で
あ
っ
て
も
、
新
た
に

日
本
人
の
序
を
付
す
こ
と
が
増
え
る
。
尺
牘
に
対
す
る
認
識
の
変
化
が
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
も
見
て
取
れ
る
。

　

尺
牘
作
成
の
手
引
書
は
、
そ
の
内
容
か
ら
数
種
に
分
か
れ
る
。
仮
に
分
類
す
れ
ば
、
①
尺
牘
で
用
い
ら
れ
る
語
彙
や
定
型
表
現
を
集
め
た
尺
牘

語
集
、
②
架
空
の
文
例
を
集
め
た
文
例
集
、
③
封
書
や
宛
名
書
の
作
法
を
記
し
た
作
法
書
の
四
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
今
日
の
手
紙
の

文
例
集
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
一
書
が
二
つ
以
上
の
内
容
を
具
え
る
こ
と
も
あ
る
。

　

先
ず
、『
滄
溟
尺
牘
』
以
後
の
日
本
の
学
者
の
手
に
な
る
尺
牘
語
集
（
①
）
を
年
代
順
に
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
類
似
の
内
容
で
も
構
成

や
内
容
に
そ
れ
ぞ
れ
の
編
者
の
見
識
や
工
夫
が
見
え
て
興
味
深
い
。

　

最
も
早
い
時
期
に
出
版
さ
れ
た
尺
牘
語
集
に
は
、
上
柳
四
明
『
尺
牘
活
套
』（
寛
延
二
年
刊
）
が
あ
る
。
四
明
は
、
木
下
順
庵
門
の
向
井
滄
洲

に
師
事
し
た
人
物
で
あ
る
。「
発
端
」・「
結
尾
」・「
叙
疎
潤
」
と
い
っ
た
項
目
別
に
見
本
と
な
る
語
句
を
挙
げ
る
。
た
だ
し
、
本
書
の
中
に
は
、

李
王
の
尺
牘
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
ず
、『
滄
溟
尺
牘
』
の
流
行
と
は
関
係
の
な
い
可
能
性
が
あ
る
。　

　

こ
れ
に
対
し
、
宝
暦
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
田
中
道
齋
『
尺
牘
称
謂
辨
』
は
明
ら
か
に
『
滄
溟
尺
牘
』
を
意
識
し
て
い
る
。
田
中
道
齋
（
仲
道
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齋
）
は
、
若
い
頃
か
ら
徂
徠
・
春
臺
の
学
問
を
好
み
、
無
相
文
雄
に
師
事
し
た（

（（
（

。

　
『
尺
牘
称
謂
辨
』
は
書
名
の
通
り
、
自
他
の
呼
称
や
進
物
・
文
房
具
の
別
称
が
そ
の
内
容
の
ほ
と
ん
ど
を
占
め
る
。
道
齋
の
編
纂
意
図
は
、
李

王
を
真
似
し
て
尺
牘
に
難
解
な
語
を
つ
ら
ね
る
「
童
学
」
の
風
を
改
め
る
こ
と
に
あ
っ
た（

（（
（

。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
彼
は
『
弇
州
尺
牘
紀
要
』

（
宝
暦
六
年
刊
）
及
び
『
滄
溟
尺
牘
辨
疑
』（
未
刊
）
を
著
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
李
王
の
尺
牘
へ
の
複
雑
な
態
度
は
、
こ
れ
か
ら
取
り
上
げ
る

本
の
著
者
に
も
見
ら
れ
る
。

　

明
和
六
年
に
は
、
大
典
顕
常
『
尺
牘
式
』
が
刊
行
さ
れ
る
。
本
書
の
第
一
巻
と
第
二
巻
は
「
尺
牘
語
式
」
と
題
し
、
第
三
巻
は
「
尺
牘
写
式
」

と
題
す
。「
尺
牘
語
式
」
は
①
に
入
り
、「
尺
牘
写
式
」
は
③
に
入
る
。
大
典
顕
常
は
、
大
潮
元
皓
及
び
宇
野
明
霞
に
就
い
て
学
ん
だ
当
代
随
一
の

文
人
僧
で
あ
り
、
そ
の
学
問
は
古
文
辞
派
の
詩
文
研
究
の
集
大
成
と
い
え
る
。
広
い
学
識
に
裏
付
け
ら
れ
た
解
説
書
の
作
成
は
、
大
典
の
得
意
と

す
る
と
こ
ろ
で
、『
尺
牘
式
』
に
も
そ
れ
は
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
て
い
る
。

　
「
尺
牘
語
式
」
の
上
巻
は
尺
牘
を
構
成
要
素
に
分
か
ち
（
今
の
手
紙
で
い
う
な
ら
「
頭
語
」・「
時
候
の
挨
拶
」・「
安
否
の
挨
拶
」
と
い
っ
た
要

素
に
当
た
る
）、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
要
素
に
つ
い
て
語
例
を
挙
げ
る
。
下
巻
は
「
称
呼
」
と
頻
用
の
表
現
の
語
例
を
補
足
す
る
。
説
明
は
簡
潔
で

要
を
得
て
お
り
、
本
書
に
従
っ
て
言
葉
を
拾
っ
て
い
け
ば
、
機
械
的
に
あ
る
程
度
の
尺
牘
は
書
け
る
。

　
「
尺
牘
写
式
」
は
、
便
箋
の
用
い
方
や
封
筒
の
様
式
な
ど
尺
牘
の
体
裁
に
つ
い
て
解
説
す
る
。
冒
頭
に
、『
朱
氏
談
綺
』
の
朱
舜
水
の
説
に
基
づ

き
、
高
泉
和
尚
や
陳
元
贇
、
あ
る
い
は
「
近
代
華
人
華
僧
」
の
説
を
斟
酌
し
て
編
纂
し
た
と
あ
る
。
こ
の
種
の
本
で
は
、
小
宮
山
謙
亭
（
昌
世
）

の
『
発
蒙
書
柬
式
』
が
宝
暦
五
年
に
既
に
刊
行
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。『
発
蒙
書
柬
式
』
は
、
中
国
の
書
式
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
古
来
の
書
式
に
つ
い

て
も
検
討
し
、
野
宮
定
基
や
伊
勢
祐
和
に
故
実
を
質
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
発
蒙
書
柬
式
』
が
考
拠
の
書
の
色
彩
が
強
い
の
に
対
し
、「
尺

牘
写
式
」
の
内
容
は
簡
潔
で
、
実
用
に
特
化
し
て
い
る
。

　

大
典
は
、
さ
ら
に
天
明
四
年
に
「
語
式
」
未
収
の
語
と
「
儀
物
雅
称
（
シ
ン
モ
ツ
ノ
名
）」
な
ど
を
集
め
た
『
尺
牘
式
補
遺
』
を
上
梓
し
て
い

る
。
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尺
牘
関
係
書
の
編
纂
に
熱
心
だ
っ
た
文
人
に
田
中
江
南
が
い
る
。
江
南
は
徂
徠
学
派
の
大
内
熊
耳
の
門
人
で
、
古
代
中
国
の
遊
戯
で
あ
る
投
壺

を
復
興
し
、
普
及
さ
せ
よ
う
と
し
た
人
物
で
あ
る（

（（
（

。

　

江
南
の
『
書
簡
啓
発
』（
安
永
九
年
刊
）
は
、
序
に
代
え
て
「
答
列
子
榮
」
を
載
せ
、
漢
文
の
横
に
同
内
容
の
候
文
を
配
す
る
。
本
書
の
特
徴

は
、
漢
文
尺
牘
と
候
文
書
簡
と
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
「
答
列
子
榮
」
で
江
南
は
、「
舌
講
家
挑
標
、
售
媿
王
李
、
控
生
徒
、
可
則

可
也
（
舌
講
家 
標
を
挑
げ
て
、
媿
を
王
李
に
售
り
、
生
徒
を
控
く
、
可
は
則
ち
可
な
り（

（（
（

）」
と
述
べ
た
上
で
（
ち
な
み
に
対
応
す
る
候
文
に
は

「
講
釈
師
共
李
王
尺
牘
と
看
板
掛
入
ヲ
取
も
尤
可
宜
候
へ
共
」
と
あ
る
）、
初
学
者
が
い
き
な
り
李
王
の
尺
牘
を
学
ぶ
こ
と
の
困
難
を
説
き
、
本
書

に
集
め
ら
れ
た
尺
牘
の
「
常
語
（
（（
（

」
に
先
ず
習
熟
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
。

　

こ
の
よ
う
な
主
旨
で
編
纂
さ
れ
た
『
書
簡
啓
発
』
は
九
部
門
に
わ
た
り
、
候
文
書
簡
の
常
套
句
と
そ
れ
と
同
義
の
尺
牘
の
「
常
語
」
を
挙
げ

る
。
た
と
え
ば
「
未
御
目
見
仕
」
の
項
に
は
「
未
展
望
塵
之
拝
（
未
だ
望ト
オ
リ
ガ
ケ塵

の
拝メ
ミ
ヘを

展
せ
ず
）」・「
雖
未
挹
龍
光
（
未
だ
龍オ
メ
下
サ
ル光

を
挹
ま
ざ
れ
ど

も
）」・「
未
奉
謁
（
未
だ
謁
を
奉
ぜ
ず
）」
の
三
つ
が
載
る
（
（（
（

。
こ
の
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
適
宜
傍
訓
が
附
さ
れ
、
読
者
の
理
解
を
助
け
て
い

る
。
こ
れ
は
、
陸
九
如
（
纂
輯
）・
田
中
江
南
（
訳
）『
新
刻
簡
要
達
衷
集
時
俗
通
用
書
柬
』（
安
永
五
年
刊
、
外
題
『
尺
牘
簡
要
（
（（
（

』）
に
も
共
通
し

た
特
徴
で
あ
る
（
該
書
は
②
の
文
例
集
に
属
す
）。
江
南
は
、『
六
朝
詩
選
俗
訓
』・『
唐
後
詩
絶
句
解
国
字
解
』
の
著
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
俗

言
」
の
傍
訓
を
施
し
、
本
文
を
「
訳
」
し
て
い
る
。
彼
は
こ
の
手
法
を
尺
牘
手
引
書
に
対
し
て
も
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

江
南
は
、
こ
れ
ら
以
外
に
も
尺
牘
関
係
の
著
作
が
あ
っ
た
よ
う
で
、『
新
刻
簡
要
達
衷
集
時
俗
通
用
書
柬
』
の
巻
末
に
は
「
江
南
先
生
編
集
尺

牘
類
書
」
と
し
て
、「
尺
牘
簡
要
」・「
尺
牘
啓
発
〔
前
編 

後
編
〕」（『
書
簡
啓
発
』）
の
ほ
か
に
「
尺
牘
綿マ
マ

裁
」・「
尺
牘
軌
物
」
の
書
名
が
見
え
る
。

　

前
章
で
紹
介
し
た
鈴
木
澶
洲
は
『
尺
牘
筌
』（
天
明
二
年
刊（

（（
（

）
を
著
し
て
い
る
。
本
書
は
明
人
に
加
え
、
日
本
の
学
者
の
尺
牘
中
の
語
も
採
録

し
て
い
る
。
興
味
深
い
の
は
、「
時
令
風
雨
類
」
な
ど
と
並
び
「
雑
事
語
笑
類
」
の
項
が
あ
る
こ
と
で
、「
舞フ
シ
ャ
ウ
セ
ツ
ト
ウ

掌
絶
倒
（
テ
ヲ
ウ
ツ
テ
ワ
ラ
ヒ
タ
ヲ

レ
ル
）」
や
「
鬨キ
ャ
ウ
ト
ウ
イ
チ
ロ

倒
一
路
（
ミ
チ
〳
〵
サ
ワ
ギ
ア
ル
イ
タ
）」
と
い
っ
た
語
が
見
え
る（

（（
（

。
こ
の
種
の
放
埓
な
行
動
は
、
本
書
の
読
者
に
模
倣
さ
れ
た

に
違
い
な
い
。
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天
明
四
年
に
は
、
岡
崎
廬
門
（
閲
）・
岡
崎
鵠
亭
（
輯
）『
尺
牘
断
錦
（
（（
（

』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
岡
崎
廬
門
は
、
龍
草
廬
の
門
人
で
初
学
者
向
け

の
解
説
書
や
詩
語
集
を
多
く
編
纂
し
て
い
る
。
岡
崎
鵠
亭
（
元
軌
）
は
、
廬
門
の
子
で
あ
る
。
本
書
は
、「
函
書
〔
ハ
コ
ニ
入
タ
書
簡
〕
辱
‐
‐

之
賜
〔
王
百
谷
（
（（
（

〕」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
語
・
解
説
・
用
例
の
三
つ
を
具
え
、
簡
便
な
が
ら
行
き
届
い
た
編
集
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　

天
明
七
年
に
刊
行
さ
れ
た
岡
鳳
鳴
（
閲
）・
山
呉
練
（
輯
）『
和
漢
尺
牘
解
環
（
（（
（

』
は
、
尺
牘
頻
用
の
故
事
の
原
典
を
引
き
、
続
い
て
名
家
の
尺
牘

中
の
用
例
を
示
す
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
本
は
、
故
事
の
自
在
な
活
用
が
尺
牘
執
筆
の
上
で
不
可
欠
で
あ
っ
た
こ
と
を
端
的
に
示
し
て
い

る
。

　

②
中
心
の
著
作
に
は
、
岡
崎
盧
門
『
尺
牘
道
標
』（
安
永
九
年
刊
）
が
あ
る（

（（
（

。
こ
の
本
の
最
大
の
特
徴
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
例
に
典
拠
の
説
明

ま
で
含
む
丁
寧
な
訳
解
を
付
す
こ
と
で
あ
る
。『
翰
墨
全
書
』
や
『
尺
牘
双
魚
』
な
ど
の
和
刻
本
と
比
べ
る
と
『
尺
牘
道
標
』
の
分
か
り
易
さ
は

際
立
っ
て
い
る
。　

　

一
連
の
指
南
書
の
棹
尾
を
飾
る
の
は
戸
崎
淡
園
『
尺
牘
彙
材
』（
寛
政
元
年
刊
）
で
あ
る（

（（
（

。
淡
園
は
、
水
戸
徳
川
家
の
分
家
筋
で
あ
る
守
山
松

平
家
の
武
士
で
あ
る
。
守
山
松
平
家
は
、
三
代
松
平
頼
寛
（
頃
公
、
号
は
黄
龍
）
以
来
、
徂
徠
学
を
尊
崇
し
、
淡
園
も
そ
の
学
風
を
守
っ
た
。
歴

代
当
主
の
信
任
が
厚
く
、
寛
政
十
年
に
は
老
中
職
に
昇
っ
て
い
る
。
前
出
の
田
中
江
南
は
守
山
松
平
家
に
一
時
期
仕
え
て
い
た
の
で
、
淡
園
と
江

南
と
は
親
交
が
あ
っ
た（

（（
（

。

　

本
書
は
五
巻
か
ら
成
り
、
一
巻
と
二
巻
は
①
の
尺
牘
語
集
に
属
す
る
。
三
巻
は
「
布
置
」
と
題
さ
れ
、
候
文
書
簡
と
漢
文
尺
牘
の
構
成
上
の
異

同
を
示
す
た
め
、
同
内
容
の
候
文
と
漢
文
を
二
十
八
組
併
載
す
る
（
こ
の
部
分
は
②
に
入
る
）。
ま
た
末
尾
に
「
書
柬
箋
式
」
を
附
し
、
簡
略
で

は
あ
る
が
③
を
載
せ
る
。
四
巻
は
「
歴
代
名
家
尺
牘
」、
五
巻
は
「
蘐
園
諸
家
尺
牘
」
で
あ
り
、
小
規
模
な
尺
牘
選
集
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
検
討
し
た
多
種
多
様
な
尺
牘
指
南
書
は
、
主
に
十
八
世
紀
後
半
に
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
時
期
に
な
る
と
古
文
辞
派
も
全
盛
を
過
ぎ
て
お

り
、
尺
牘
指
南
書
に
も
そ
の
変
化
が
見
て
取
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
田
中
江
南
は
李
王
の
文
章
を
尊
崇
し
な
が
ら
も
、「
常
語
」
の
習
得
を

優
先
す
べ
き
で
あ
る
と
説
い
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
平
明
さ
へ
の
配
慮
は
、
容
易
に
反
古
文
辞
へ
と
転
化
す
る
。
岡
崎
廬
門
は
「
尺
牘
道
標
自
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序
」
で
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　

�
夫
尺
牘
也
、
古
之
折
簡
而
已
。
及
至
明
人
用
巧
于
茲
、
採
片
玉
一
枝
於
崑
山
鄧
林
、
唯
啄
彫
維
競
。
卒
為
一
種
之
体
也
。
逮
于
近
世
、
彼
厭

常
搆
奇
好
勝
誇
多
之
徒
、
亦
頗
傚
之
、
有
屹
崛
獒
牙
険
渋
而
難
通
暁
者
。
余
謂
若
欲
為
童
蒙
則
可
採
平
易
之
文
而
教
之
（
（（
（

。

夫
れ
尺
牘
や
、
古
の
折
簡
の
み
。
明
人
に
至
る
に
及
び
て
巧
を
茲
に
用
ひ
、
片
玉
一
枝
を
崑
山
鄧
林
に
採
り
、
唯
だ
啄
彫
を
の
み
維
れ
競

ふ
。
卒
に
一
種
の
体
と
為
る
な
り
。
近
世
に
逮
び
て
、
彼
の
常
を
厭
ひ
奇
を
搆
へ
勝
を
好
み
多
を
誇
る
の
徒
も
、
亦
た
頗
る
之
を
傚
ひ
、
屹

崛
獒
牙
険
渋
に
し
て
通
暁
し
難
き
者
有
り
。
余 

謂
ら
く
若
し
童
蒙
の
為
に
せ
ん
と
欲
せ
ば
則
ち
平
易
の
文
を
採
り
て
之
を
教マ

マゆ
可
し
。

　　

こ
の
廬
門
の
議
論
と
大
典
の
「
欧
蘇
書
簡
序
」
の
次
の
論
を
あ
わ
せ
て
見
る
と
、
時
代
の
趨
勢
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
詩
に
お
け
る
宋
詩

再
評
価
に
対
応
す
る
変
化
が
、
尺
牘
に
も
起
こ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

夫
明
文
之
郁
々
、
工
尺
一
者
亦
多
。
務
在
菁
華
、
動
失
核
実
。
妝
飾
之
辞
溢
而
宛
転
之
致
乏
。
所
不
取
也
。《
中
略
》
秦
漢
也
、
古
文
也
、

雖
多
亦
奚
以
為
。
皆
以
其
不
求
於
切
近
故
已
（
（（
（

。

夫
れ
明
文
の
郁
々
た
る
、
尺
一
に
工
み
な
る
者
も
亦
た
多
し
。
務
む
る
は
菁
華
に
在
り
て
、
動
も
す
れ
ば
核
実
を
失
ふ
。
妝
飾
の
辞 

溢
れ

て
宛
転
の
致 

乏
し
。
取
ら
ざ
る
所
な
り
。《
中
略
》
秦
漢
や
、
古
文
や
、
多
し
と
雖
も
亦
た
奚
を
以
て
為
さ
ん
。
皆 

其
の
切
近
に
求
め
ざ

る
を
以
て
の
故
の
み
。



『滄溟先生尺牘』の時代―古文辞派と漢文書簡

— 77 —

明
人
の
尺
牘
の
装
飾
過
剰
な
傾
向
を
補
正
す
る
た
め
に
、
欧
陽
脩
や
蘇
軾
ら
の
書
簡
を
学
ぶ
の
も
有
益
で
あ
る
と
大
典
は
い
う
の
で
あ
る
。

（
二
）
尺
牘
集

　

指
南
書
に
加
え
、
尺
牘
執
筆
の
上
で
参
考
に
な
る
の
は
名
家
の
実
作
で
あ
る
。

　

古
文
辞
派
の
尺
牘
の
総
集
は
、
顧
起
元
（
彙
選
）・
李
之
藻
（
校
釈
）・
三
浦
瓶
山
（
考
訂
）『
盛
明
七
子
尺
牘
註
解
』（
延
享
四
年
刊
）
や
、
王

世
貞
（
編
）・
王
世
懋
（
校
）『
尺
牘
清
裁
』
の
明
人
の
部
が
林
東
溟
の
校
訂
で
出
版
さ
れ
て
い
る
。

　

興
味
深
い
の
は
別
集
で
あ
る
。

　
『
滄
溟
尺
牘
』
に
続
き
、
王
穉
登
・
王
世
貞
・
李
夢
陽
・
汪
道
昆
・
徐
中
行
な
ど
の
尺
牘
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
彼
ら
は
広
義
の
古
文
辞
派

に
属
す
る
人
物
た
ち
で
あ
る
が
、
王
世
貞
以
外
は
、
個
人
文
集
も
個
人
選
集
も
和
刻
さ
れ
て
お
ら
ず
、
尺
牘
の
み
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
し
か

も
、
文
集
の
尺
牘
の
巻
を
切
り
出
し
、
尺
牘
集
と
し
て
刊
行
し
た
も
の
が
多
い
。
王
世
貞
の
『
弇
州
先
生
尺
牘
選
』
は
沈
一
貫
（
編
）『
弇
州
山

人
四
部
稿
選
』
の
一
部
で
あ
り
、
李
夢
陽
の
『
李
空
同
尺
牘
』（
延
享
五
年
刊
）
は
序
文
で
文
集
の
全
書
刊
行
を
謳
っ
て
い
な
が
ら
、
結
局
尺
牘

以
外
の
巻
は
上
梓
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
村
瀬
櫟
岡
の
校
訂
に
な
る
『
明
徐
天
目
先
生
尺
牘
』（
天
明
七
年
刊
）
は
、
櫟
岡
の
有
す
る
某
氏
秘

蔵
の
文
集
の
写
本
か
ら
、
尺
牘
の
部
分
を
抄
出
し
、
注
釈
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
櫟
岡
は
、
跋
で
「
蓋
自
物
夫
子
祖
尚
李
王
、
而
李
王
之
文
、

昭
昭
乎
掲
日
月
而
行
也
。
尺
牘
亦
各
孤
行
。
而
至
於
天
目
之
話
言
希
見
也
（
蓋
し
物
夫
子 

李
王
を
祖
尚
し
て
よ
り
、
李
王
の
文
、
昭
昭
乎
と
し

て
日
月
を
掲
げ
て
行
は
る
な
り
。
尺
牘
も
亦
た
各
々
孤
行
す
。
而
し
て
天
目
の
話
言
に
至
り
て
は
見
る
こ
と
希
な
り（

（（
（

）」
と
い
う
。
李
王
の
尺
牘

の
盛
行
が
念
頭
に
あ
っ
た
彼
は
、
稀
覯
の
徐
中
行
の
文
集
の
中
で
も
、
尺
牘
を
真
っ
先
に
公
刊
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

反
古
文
辞
の
人
々
も
当
初
は
尺
牘
を
重
視
し
て
い
た
。
尺
牘
と
い
う
文
体
は
、
古
文
辞
排
撃
の
た
め
に
い
ち
早
く
確
保
す
べ
き
橋
頭
堡
と
認
識

さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
山
本
北
山
の
門
人
た
ち
は
、
古
文
辞
批
判
の
序
を
冠
し
た
『
袁
中
郞
先
生
尺
牘
』
を
安
永
十
年
に
校
訂
出
版
し
て
い

る
（
（（
（

。
さ
ら
に
、
彼
ら
は
天
明
四
年
に
、
韓
愈
の
書
簡
を
集
め
た
『
韓
文
公
書
牘
』
を
刊
行
し
て
い
る
。
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日
本
の
文
人
騒
客
で
も
、
文
集
と
は
別
に
尺
牘
集
が
上
梓
さ
れ
て
い
る
例
が
あ
る
。
順
を
追
っ
て
み
て
い
く
と
、
宝
暦
四
年
に
、
無
隠
道
費
の

書
簡
を
集
め
た
『
金
龍
尺
牘
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。
無
隠
道
費
は
、
曹
洞
宗
の
僧
で
、
大
潮
元
皓
と
交
流
が
あ
っ
た
。
道
費
は
『
心
学
典
論
』

に
お
い
て
徂
徠
学
を
論
難
し
て
い
る
が（

（（
（

、
詩
文
の
好
尚
は
徂
徠
学
派
と
極
め
て
近
い
。『
金
龍
尺
牘
』
は
、
一
連
の
尺
牘
集
の
刊
行
を
意
識
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。
宝
暦
六
年
に
は
、
田
中
道
齋
『
道
齋
先
生
尺
牘
』、
宝
暦
七
年
に
は
同
『
道
齋
先
生
承
諭
篇
』
が
刊
行
さ
れ
る（

（（
（

。
道
齋
は
李
王

の
古
文
辞
を
否
定
す
る
が
、
彼
は
尺
牘
を
優
先
し
て
出
版
す
る
と
い
う
発
想
の
枠
内
に
い
た
の
で
あ
る
。
宝
暦
十
一
年
に
は
、
徂
徠
学
派
と
関
係

の
深
い
大
潮
元
皓
の
『
西
溟
大
潮
禅
師
魯
寮
尺
牘
』
が
出
版
さ
れ
て
い
る（

（（
（

。

　

大
典
顕
常
は
、
自
分
の
尺
牘
集
を
次
々
と
世
に
送
り
出
し
た
。『
小
雲
棲
手
簡
』
は
何
と
四
編
に
も
及
ぶ
（
初
編
安
永
六
年
刊
、
二
編
天
明
七

年
刊
、
三
編
寛
政
六
年
刊
、
四
編
寛
政
七
刊
）。『
小
雲
棲
手
簡
』
で
面
白
い
の
は
、
少
々
不
謹
慎
と
見
え
る
よ
う
な
場
面
で
も
、
大
典
が
機
智
に

富
ん
だ
表
現
を
用
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
借
り
た
本
が
見
当
た
ら
な
い
際
に
は
「
未
嘗
出
諸
戸
外
、
豈
有
翼
而
飛
（
未
だ
嘗
て
こ
れ
を

戸
外
よ
り
出
さ
ず
、
豈
に
翼
有
り
て
飛
ぶ
こ
と
有
ら
ん
や（

（（
（

）」
と
詫
び
、
便
箋
が
墨
で
汚
れ
て
し
ま
う
と
、「
林
風
一
陣
、
毛
生
衝
突
楮
生
、
塗
抹

白
面
（
林
泉
一
陣
、
毛
生
〔
筆
の
擬
人
化
─
引
用
者
注
〕 

楮
生
〔
紙
の
擬
人
化
─
引
用
者
注
〕
に
衝
突
し
、
白
面
を
塗
抹
す（

（（
（

）」
と
記
す
。
お
そ

ら
く
当
時
は
、
凝
っ
た
表
現
の
背
後
に
書
き
手
の
心
づ
く
し
を
読
み
取
り
、
そ
の
才
智
を
称
嘆
し
な
が
ら
、
過
失
を
笑
っ
て
赦
す
─
と
い
っ
た
感

覚
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
こ
れ
は
次
章
で
見
る
漢
文
尺
牘
が
可
能
に
す
る
親
密
な
交
際
の
問
題
と
繋
が
る
）。

　

日
本
人
の
尺
牘
集
の
出
版
は
、
寛
政
九
年
刊
の
龍
草
廬
『
艸
廬
尺
牘
』
を
最
後
に
跡
を
絶
つ
。
重
野
成
齋
は
、「
尺
牘
双
魚
約
解
叙
」
に
お
い

て
次
の
よ
う
に
い
う
。

　
　

我
邦
学
漢
文
之
士
、
攻
柬
牘
者
、
独
蘐
園
之
徒
為
然
。
而
其
餘
多
遺
焉
。
豈
謂
無
用
於
我
歟
、
将
為
不
足
習
歟
（
（（
（

。

我
邦　

漢
文
を
学
ぶ
の
士
、
柬
牘
を
攻
む
る
者
、
独
り
蘐
園
の
徒
を
然
り
と
為
す
。
而
し
て
其
の
餘
は
多
く
焉
を
遺
す
。
豈
に
我
に
無
用
と



『滄溟先生尺牘』の時代―古文辞派と漢文書簡

— 79 —

謂
へ
る
か
、
将
た
習
ふ
に
足
ら
ず
と
為
す
か
。

尺
牘
の
流
行
は
古
文
辞
派
と
消
長
を
と
も
に
し
た
の
で
あ
る
。

五
．
お
わ
り
に

　
『
滄
溟
尺
牘
』
の
流
行
は
複
数
の
要
因
が
偶
然
的
に
重
な
り
起
こ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
書
簡
を
文
章
学
習
の
導
入
と
見
る
当
時
の
通
念
と
、
出

版
業
者
内
の
対
立
、
さ
ら
に
南
郭
の
力
の
入
っ
た
序
文
の
三
つ
が
た
ま
た
ま
組
み
合
わ
さ
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
流
行
は
起
こ
っ
た
。『
滄
溟
尺

牘
』
が
こ
れ
ほ
ど
ま
で
読
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
と
は
、
徂
徠
学
派
の
学
者
も
書
肆
も
、
当
初
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
尺
牘
の
文
体
中
の
地
位
は
上
が
り
、
尺
牘
の
制
作
は
盛
ん
に
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
特
定
の
人
物
が
あ
る
展
望
の
も
と
で
流
行
を
仕
掛

け
、
主
導
し
た
の
で
は
な
く
、
予
期
せ
ず
起
こ
っ
た
流
行
が
文
学
の
方
向
を
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
滄
溟
尺
牘
』
を
入
口
に
文
章
を
学
ん
だ
読
者
は
、
交
遊
こ
そ
が
文
学
の
根
幹
で
あ
る
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。
尺
牘
を
書
く
こ
と
自
体
が
交

流
を
志
向
す
る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
古
文
辞
の
尺
牘
で
頻
用
さ
れ
る
表
現
（「
吾
党
」・「
握
手
」
な
ど
）
は
、
人
々
を
交
流
へ
強
く
誘

う
。
ま
た
、
第
二
章
（
三
）
で
見
た
よ
う
に
南
郭
が
「
重
刻
滄
溟
尺
牘
序
」
で
力
説
す
る
の
は
、
李
攀
龍
の
尺
牘
が
「
古
人
」
の
交
遊
に
淵
源
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
交
遊
へ
傾
斜
し
た
文
学
観
は
、
十
八
世
紀
後
半
、
各
地
で
詩
社
が
結
成
さ
れ
、
詩
の
唱
和
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
の

と
も
対
応
し
て
い
る
。

　

古
文
辞
の
尺
牘
を
介
し
た
交
際
と
は
、
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
類
の
も
の
で
あ
っ
た
。

吾
党
・
攘
臂
・
扼
腕
・
側
目
・
睥
睨
な
ど
、
明
七
子
輩
の
詩
文
に
多
く
用
る
と
て
、
吾
国
の
人
も
こ
れ
を
用
る
は
軽
薄
ぞ
《
中
略
》
平
生
親
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昵
す
る
友
に
て
も
な
く
、
唯
時
節
に
宴
会
し
、
其
席
散
じ
て
は
、
路
人
同
然
の
交
な
る
を
も
、
吾
党
と
い
ゝ
、
書
生
仲
間
、
師
家
の
講
席
に

て
、
面
を
見
お
ぼ
へ
た
る
ま
で
の
輩
ま
で
、
吾
党
々
々
と
い
ふ
こ
と
、
軽
薄
に
あ
ら
ず
や（

（（
（

。

こ
れ
は
「
軽
薄
」
か
も
し
れ
な
い
が
、
古
文
辞
の
定
型
表
現
に
よ
っ
て
、
親
密
な
交
流
が
形
の
上
で
あ
っ
て
も
実
現
し
て
い
る
と
も
い
え
る
。
仮

に
内
実
が
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
形
か
ら
入
る
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
表
現
は
実
際
の
交
遊
を
支
援
す
る
力
と
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。　

　

さ
ら
に
考
え
れ
ば
、
内
実
の
有
無
は
副
次
的
な
問
題
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
人
は
個
々
の
友
人
関
係
の
親
疎
を
ど
れ
ほ
ど
正
確
に
把
握
で

き
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
友
情
の
一
方
通
行
や
不
均
衡
は
し
ば
し
ば
発
生
す
る
。
か
と
い
っ
て
、
親
し
さ
の
度
合
や
上
下
関
係
を
逐
一
確
認
す
れ

ば
、
交
際
の
心
理
的
負
担
は
増
大
す
る
。
な
ら
ば
、
い
っ
そ
の
こ
と
、
相
互
を
親
し
い
仲
間
と
見
な
す

0

0

0

擬
制
が
存
在
し
た
方
が
、
活
発
で
、
安
定

し
た
交
際
が
可
能
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
古
文
辞
派
の
詩
文
、
と
り
わ
け
尺
牘
の
修
辞
は
こ
の
よ
う
な
擬
制
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
と

い
え
る
。
古
文
辞
の
尺
牘
を
用
い
れ
ば
、「
路
人
同
然
」
の
間
柄
で
も
、
双
方
が
過
度
な
警
戒
心
を
抱
く
こ
と
な
く
、「
吾
党
」
の
一
員
で
あ
る
か

の
よ
う
に
つ
き
あ
う
こ
と
が
で
き
る
。
新
た
な
交
遊
の
可
能
性
は
広
が
り
、
文
人
社
会
の
拡
大
は
促
進
さ
れ
る
。

　

古
文
辞
派
の
好
む
典
拠
表
現
が
、
そ
れ
を
理
解
で
き
る
も
の
の
間
に
仲
間
意
識
を
生
み
出
す
こ
と
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
た（

（（
（

。
抒
情
性
や
個

性
と
い
っ
た
も
の
を
基
準
に
評
価
す
れ
ば
、
古
文
辞
派
の
詩
文
は
興
趣
に
乏
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
社
交
の
媒
体
と
し
て
見
た
場
合

は
、
放
蕩
無
頼
へ
人
を
導
き
や
す
い
と
い
っ
た
欠
点
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
優
れ
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
交
流
の
媒
体
も
機

会
も
今
日
よ
り
少
な
か
っ
た
時
代
に
お
い
て
、
前
述
の
よ
う
な
古
文
辞
の
尺
牘
の
機
能
は
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関

し
て
、
理
論
的
な
考
察
が
十
分
に
な
さ
れ
な
い
ま
ま
、
漢
文
尺
牘
が
衰
退
し
た
こ
と
は
、
漢
詩
文
を
軸
と
す
る
文
人
社
会
に
と
っ
て
大
き
な
損
失

だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
、
書
画
会
の
盛
行
や
作
詩
人
口
の
増
大
に
見
ら
れ
る
文
人
社
会
の
繁
栄
は
、
文
人
社
会
の
存
続
を
自
明

視
さ
せ
、
そ
の
制
度
的
な
基
盤
に
対
す
る
思
考
を
妨
げ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

  

こ
の
よ
う
な
議
論
は
、
現
代
か
ら
振
り
返
っ
て
過
去
に
対
し
無
理
な
要
求
を
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
遡
っ
て
考
え
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れ
ば
、
徂
徠
は
当
代
の
漢
詩
文
の
状
況
を
緻
密
に
分
析
し
た
上
で
、
新
た
な
文
学
の
世
界
を
計
画
的
に
作
り
出
そ
う
と
し
た
。
冗
漫
な
文
章
に
流

れ
が
ち
な
日
本
人
の
傾
向
や
、
理
屈
ば
っ
た
宋
代
の
詩
文
が
人
々
の
心
性
に
与
え
る
影
響
、
そ
れ
ら
を
助
長
す
る
『
古
文
真
宝
』
や
『
三
体
詩
』

な
ど
の
書
物
─
こ
れ
ら
の
一
連
の
悪
弊
を
克
服
す
る
た
め
に
、
徂
徠
は
『
訳
文
筌
蹄
』
や
『
四
家
雋
』、『
唐
後
詩
』
を
編
纂
し
、
従
来
と
は
異
な

る
詩
文
学
習
の
階
梯
を
示
し
た
の
で
あ
る（

（（
（

。
こ
の
徂
徠
の
企
図
は
、
人
間
や
事
物
の
傾
向
性
や
法
則
性
を
洞
察
し
た
上
で
、「
礼
楽
制
度
」
を
設

計
す
る
徂
徠
学
の
「
聖
人
」
像
を
思
わ
せ
る（

（（
（

（
既
に
見
た
よ
う
に
、『
四
家
雋
』
の
刊
行
の
遅
滞
に
よ
っ
て
、
徂
徠
の
計
画
は
頓
挫
し
た
）。
徂
徠

の
試
み
に
倣
い
、
古
文
辞
の
尺
牘
の
問
題
点
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
そ
の
長
所
を
生
か
し
た
文
学
上
の
制
度
設
計
が
再
度
試
み
ら
れ
て
も
不
思

議
は
な
か
っ
た
。
尺
牘
指
南
書
に
は
、
そ
の
よ
う
な
関
心
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る
。
だ
が
結
局
、
文
苑
の
「
聖
人
」
は
出
現
し
な
か
っ
た
。

　
「
制
作
」
の
蹉
跌
と
「
聖
人
」
の
不
在
と
を
嘆
く
の
は
、
徂
徠
学
派
風
の
陳
腐
な
感
慨
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
失
わ
れ
た
可
能
性
は
、
こ
の
よ

う
な
感
慨
を
抱
く
に
足
る
ほ
ど
大
き
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

註（
1
）　
『
蘐
園
雑
話
』（『
続
日
本
随
筆
大
成
』
第
四
巻
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
七
九
年
）、
七
六
頁
。

（
2
）　

稲
葉
黙
齋
（
講
）・
篠
原
惟
秀
等
（
筆
録
）『
小
学
筆
記
』
嘉
言
（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）。

（
3
）　

渋
井
太
室
『
読
書
会
意
』
巻
中
、
四
十
オ
（
寛
政
六
年
刊
、〔
長
澤
規
矩
也
（
編
）『
影
印
日
本
随
筆
集
成
』
第
五
輯
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
〕）。
大
田
南

畝
「
寄
古
文
辞
」
に
も
『
滄
溟
尺
牘
』
の
名
は
見
え
る
（『
寝
惚
先
生
文
集
』
巻
一
、〔
中
野
三
敏
・
日
野
龍
夫
・
揖
斐
高
（
校
注
）『
寝
惚
先
生
文
集
・
狂
歌
才

蔵
集
・
四
方
の
あ
か
』、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
第
八
四
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
三
年
〕）、
二
五
頁
。

（
4
）　

江
村
北
海
「
藝
苑
談
序
」（
清
田
儋
叟
『
藝
苑
談
』、
明
和
五
年
刊
、〔
池
田
四
郎
次
郎
（
編
）『
日
本
詩
話
叢
書
』
第
九
巻
、
文
会
堂
書
店
、
一
九
二
一
年
〕）。

（
5
）　

三
浦
瓶
山
『
閑
窓
自
適
』、
二
十
九
オ
（
安
永
五
年
刊
、〔
長
澤
規
矩
也
（
編
）『
影
印
日
本
随
筆
集
成
』
第
五
輯
〕）。

（
6
）　

塚
田
旭
嶺
『
桜
邑
間
語
』
巻
二
（
長
澤
規
矩
也
（
編
）『
影
印
日
本
随
筆
集
成
』
第
四
輯
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
）、
一
九
〇
頁
。

（
7
）　

梁
田
蛻
巖
『
答
問
書
』
巻
上
（
浜
田
四
郎
次
郎
・
浜
野
知
三
郎
・
三
村
清
三
郎
（
編
）『
日
本
芸
林
叢
書
』
第
二
巻
、
鳳
出
版
、
一
九
八
二
年
復
刊
）、
二
〇
頁
。

（
8
）　

平
賀
中
南
『
日
新
堂
学
範
』
巻
下
、
十
一
ウ
（
安
永
八
年
刊
、〔
長
澤
規
矩
也
（
編
）『
江
戸
時
代
支
那
学
入
門
書
解
題
集
成
』
第
三
集
、
汲
古
書
院
、
一
九
七

〇
年
〕）。

（
9
）　

荻
生
徂
徠
「
四
家
雋
例
六
則
」（『
徂
徠
集
』
巻
十
九
、
二
十
二
オ
〔
平
石
直
昭
（
編
集
・
解
説
）『
徂
徠
集　

徂
徠
集
拾
遺
』、
近
世
儒
家
文
集
集
成
第
三
巻
、
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ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
八
五
〕）。

（
10
）　

平
石
直
昭
『
荻
生
徂
徠
年
譜
考
』（
平
凡
社
、
一
八
八
四
年
）、
一
二
四
頁
。

（
11
）　
「
評
語
」
の
未
完
と
南
郭
へ
の
「
遺
嘱
」
は
宇
佐
美
灊
水
「
刻
四
家
雋
序
」、
四
ウ
（『
四
家
雋
』、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）
に
見
え
る
。
評
語
の
中
途
断
絶

自
体
が
、『
四
家
雋
』
の
刊
行
中
止
に
起
因
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
晩
年
の
徂
徠
は
、
残
さ
れ
た
時
間
を
刊
行
が
頓
挫
し
た
『
四
家
雋
』
よ
り
、
他
の
著
作
に
充

て
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
12
）　

望
月
三
英
『
鹿
門
随
筆
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）。

（
13
）　
『
京
都
書
林
仲
間
上
組
済
帳
標
目
』（
彌
吉
光
長
『
未
刊
史
料
に
よ
る
日
本
出
版
文
化
』
第
一
巻
、
ゆ
ま
に
書
房
、
一
九
八
八
年
）、
二
一
一
頁
。

（
14
）　

同
書
、
二
七
二
、
二
七
三
頁
。

（
15
）　

同
書
、
二
九
〇
頁
。
京
都
書
林
三
組
行
司
の
『
禁
書
目
録
』（
明
和
八
年
刊
）
で
は
、「
素
人
板
并
他
国
板
売
買
断
有
之
部
」
に
『
四
家
雋
』
の
名
が
見
え
る

（
長
澤
規
矩
也
・
阿
部
隆
一
（
編
）『
日
本
書
目
集
成
』
第
四
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
九
年
）、
十
六
ウ
。

（
16
）　

板
株
に
関
し
て
は
、
次
の
論
考
を
参
照
。
今
田
洋
三
『
江
戸
の
本
屋
さ
ん
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
二
九
九
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
七
七
年
）、
市
古
夏
生

「
近
世
に
お
け
る
板
株
・
類
板
の
諸
問
題
」（『
江
戸
文
学
』
第
十
六
号
、
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
六
年
）、
柏
崎
順
子
「
江
戸
出
版
業
界
の
利
権
を
め
ぐ
る
争
い
─

類
板
規
制
の
是
非
」（『
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
』
第
三
号
、
二
〇
世
紀
メ
デ
ィ
ア
研
究
所
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
17
）　

村
上
哲
見
「『
唐
詩
選
』
と
嵩
山
房
─
江
戸
時
代
漢
籍
出
版
の
一
側
面
─
」（『
日
本
中
国
学
会
創
立
五
十
年
記
念
論
文
集
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
八
年
）、
同

「
江
戸
の
本
屋
・
京
の
本
屋
」（『
東
方
』
第
二
二
五
号
、
東
方
書
店
、
一
九
九
八
年
）、
有
木
大
輔
「
江
戸
・
嵩
山
房
小
林
新
兵
衛
に
よ
る
『
唐
詩
訓
解
』
排
斥
」

（『
中
国
文
学
論
集
』
第
三
十
六
号
、
九
州
大
学
中
国
文
学
会
、
二
〇
〇
七
年
）。

（
18
）　

今
田
洋
三
前
掲
書
及
び
柏
崎
順
子
前
掲
論
文
に
詳
し
い
。

（
19
）　

日
野
龍
夫
『
服
部
南
郭
伝
攷
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
一
九
九
九
年
）、
二
二
八
頁
。

（
20
）　

宋
光
廷
（
校
閲
）・
宋
祖
駿
・
宋
祖
驊
（
補
注
）・ 

山
田
蘿
谷
（
点
）『
補
注
李
滄
溟
先
生
文
選
』（
延
享
元
年
刊
、
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
蔵
）。

（
21
）　

沈
一
貫
（
編
）・
芥
川
丹
丘
（
校
）『
弇
州
山
人
四
部
稿
選
』（
延
享
五
年
刊
、〔
長
澤
規
矩
也
（
編
）『
和
刻
本
漢
籍
文
集
』
第
一
九
輯
、
汲
古
書
院
、
一
九
七

九
年
〕）。

（
22
）　
『
京
都
書
林
仲
間
上
組
済
帳
標
目
』、
二
三
四
頁
。

（
23
）　

荻
生
徂
徠
「
四
家
雋
例
六
則
」（『
徂
徠
集
』
巻
十
九
、
二
十
二
オ
）。『
徂
徠
集
』
載
録
の
こ
の
文
は
元
文
二
年
に
は
読
む
こ
と
が
で
き
た
。

（
24
）　
『
四
先
生
文
範
』
題
尾
、
一
オ
～
一
ウ
（
長
澤
規
矩
也
（
編
）『
和
刻
本
漢
籍
文
集
』
第
十
五
輯
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
）。

（
25
）　

同
様
の
見
解
は
、
現
代
の
研
究
に
も
見
ら
れ
る
。
陳
鴻
麒
「
晩
明
尺
牘
文
學
與
尺
牘
小
品
」（
國
立
暨
南
國
際
大
學
中
國
語
文
學
系
碩
士
論
文
、
二
〇
〇
六
年
）

参
照
。

（
26
）　

王
世
貞
「
尺
牘
清
裁
序
」（『
弇
州
山
人
四
部
稿
』
巻
六
十
四
、
十
一
ウ
、
明
代
論
著
叢
刊
、
偉
文
図
書
出
版
社
有
限
公
司
）。

（
27
）　
「
与
平
子
彬
」（
第
三
書
）（『
徂
徠
集
』
巻
二
十
二
、
十
三
オ
）。



『滄溟先生尺牘』の時代―古文辞派と漢文書簡

— 83 —

（
28
）　
「
送
江
文
伯
」（『
南
郭
先
生
文
集
』
二
編
、
巻
六
、
十
七
ウ
〔
日
野
龍
夫
編
集
・
解
説
『
南
郭
先
生
文
集
』、
近
世
儒
家
文
集
集
成
第
七
巻
、
一
九
八
五
年
〕）。

（
29
）　
『
文
選
』
贈
答
二
。

（
30
）　
「
握
手
」
は
巻
上
十
ウ
、
十
五
オ
、
十
六
ウ
、
巻
中
四
ウ
、
十
二
オ
、「
傍
若
無
人
」
は
巻
上
十
四
ウ
、
十
八
オ 

、
十
九
オ
、
巻
中
十
一
ウ
な
ど
に
見
え
る
。

（
31
）　

平
野
金
華
「
詞
賦
相
携
坐
暮
天
、
満
堂
賓
客
建
安
年
（
詞
賦
相
携
へ
て
暮
天
に
坐
す
、
満
堂
の
賓
客
建
安
の
年
）」（「
同
滕
東
壁
服
子
遷
陪
西
臺
侯
冬
日
登
楼

二
首
」
其
一
〔『
金
華
稿
刪
』
巻
二
、
十
三
オ
、
享
保
十
三
年
序
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
〕）。

（
32
）　

福
原
啓
郞
「
王
羲
之
の
『
十
七
帖
』
に
つ
い
て
」（『
書
論
』
第
二
十
八
号
、
書
論
研
究
会
、
一
九
九
二
年
）。

（
33
）　

王
羲
之
「
積
雪
凝
寒
帖
」（
同
書
、
一
二
二
頁
）。

（
34
）　

妻
の
葬
儀
に
つ
い
て
語
っ
た
「
与
余
徳
甫
」（『
滄
溟
尺
牘
』
巻
上
）
や
出
廬
の
後
ろ
め
た
さ
を
述
べ
た
「
与
劉
希
皋
」（
同
書
、
巻
中
）
が
好
例
で
あ
る
。

（
35
）　
「
与
徐
子
与
」（『
滄
溟
尺
牘
」
巻
上
、
十
七
オ
）。

（
36
）　
「
報
越
雲
夢
」（『
南
郭
先
生
文
集
』
巻
十
、
十
六
オ
）。

（
37
）　

渋
井
太
室
『
読
書
会
意
』
巻
中
、
三
十
八
ウ
。

（
38
）　

穂
積
以
貫
『
滄
溟
尺
牘
国
字
解
』（
無
窮
会
図
書
館
蔵
）。
後
に
見
る
同
名
書
と
は
異
な
る
本
で
あ
る
。
本
居
宣
長
記
念
館
所
蔵
の
『
滄
溟
尺
牘
聞
書
』
も
、
関

西
で
の
『
滄
溟
尺
牘
』
研
究
の
遺
産
で
あ
ろ
う
。

（
39
）　

武
田
梅
龍
『
李
滄
溟
尺
牘
便
覧
』（
宝
暦
二
年
刊
、
見
返
し
題
『
滄
溟
尺
牘
解
』、
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
）。

（
40
）　
『
李
滄
溟
尺
牘
便
覧
』
巻
上
、
二
オ
。『
度
量
衡
考
』
量
考
、
四
十
一
ウ
（
川
原
秀
城
・
池
田
末
利
（
編
）『
荻
生
徂
徠
全
集
』
第
十
三
巻
、
み
す
ず
書
房
、
一

九
八
七
年
）。

（
41
）　
『
李
滄
溟
尺
牘
便
覧
』
巻
上
、
一
ウ
。
ほ
ぼ
同
内
容
の
考
拠
は
、
宇
野
明
霞
（
纂
）『
唐
詩
集
註
』
巻
二
、
三
十
一
ウ
（
安
永
三
年
刊
）
に
も
見
え
る
。

（
42
）　

同
書
、
二
八
二
頁
。

（
43
）　

高
橋
道
齋
（
纂
）『
滄
溟
先
生
尺
牘
考
』（
明
和
五
年
刊
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）。

（
44
）　
『
京
都
書
林
仲
間
上
組
済
帳
標
目
』、
二
九
七
頁
。 

同
様
の
こ
と
は
、
次
に
見
る
『
滄
溟
尺
牘
児
訓
』
出
版
の
際
に
も
行
わ
れ
て
い
る
。
同
書
、
二
八
二
頁
。

（
45
）　

高
橋
道
齋
の
伝
記
に
つ
い
て
は
、
市
河
三
陽
『
高
橋
道
齋
』（
楽
墨
会
、
一
九
一
八
年
）
参
照
。
井
上
蘭
臺
及
び
澤
田
東
江
に
つ
い
て
は
、
中
野
三
敏
『
近
世

新
畸
人
伝
』（
岩
波
現
代
文
庫
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）、
同
「
沢
田
東
江
初
稿
」（
一
）
～
（
三
）（（
一
）
は
、
暉
峻
康
隆
『
近
世
文
芸
論
論
叢
』〔
中
央
公

論
社
、
一
九
七
八
年
〕
所
収
、（
二
）
は
『
近
世
文
芸
研
究
と
評
論
』〔
第
十
四
号
、
一
九
七
八
年]

、（
三
）
は
『
江
戸
時
代
文
学
誌
』〔
第
八
号
、
一
九
九
一
年
〕）。

（
46
）　
『
金
峨
山
人
考
槃
堂
漫
録
』
巻
十
二
（
長
澤
規
矩
也
（
編
）『
日
本
随
筆
集
成
』
第
五
輯
）、
三
二
八
頁
。

（
47
）　

井
上
金
峨
『
病
間
長
語
』（
岸
上
操
編
『
近
古
文
芸
温
知
叢
書
』、
博
文
館
、
一
八
九
一
年
）、
五
～
六
頁
。

（
48
）　

井
上
蘭
臺
「
蘭
臺
」（
第
一
書
）（『
金
峨
先
生
焦
餘
稿
』
巻
六
〔
関
儀
一
郎
（
編
）『
続
続
日
本
儒
林
叢
書
』
第
三
冊
、
東
洋
図
書
刊
行
会
、
一
九
三
七
年
〕）、

一
四
二
頁
。

（
49
）　

岡
野
逢
原
『
逢
原
記
聞
』（
多
治
比
郁
夫
・
中
野
三
敏
校
注
『
当
代
江
戸
百
化
物  

在
津
紀
事  

仮
名
世
説
』〔
新
日
本
古
典
文
学
大
系
第
九
七
巻
、
岩
波
書
店
、
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二
〇
〇
〇
年
〕）、
一
六
三
～
一
六
四
頁
。

（
50
）　

鈴
木
澶
洲
『
撈
海
一
得
』
巻
上
、
十
八
オ
～
二
十
一
オ
（
長
澤
規
矩
也
（
編
）『
影
印
日
本
随
筆
集
成
』
第
四
輯
）。

（
51
）　
「
報
劉
都
督
」（『
滄
溟
尺
牘
』
巻
上
、
八
オ
）。

（
52
）　 
松
本
節
子
「
高
葛
陂
著
『
漱
石
斎
小
艸
録
』」（『
あ
け
ぼ
の
』
第
三
十
巻
六
号
、
あ
け
ぼ
の
社
、
一
九
九
七
年
）。

（
53
）　

井
上
金
峨
『
金
峨
山
人
考
槃
堂
漫
録
』
巻
四
（
国
立
公
文
書
館
蔵
）。
田
中
江
南
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
高
葛
陂
「
刻
六
朝
詩
選
序
」（
田
中
江
南
『
六
朝
詩
選

俗
訓
』
序
、〔
長
澤
規
矩
也
（
編
）『
和
刻
本
漢
詩
集
成
』
総
集
第
一
輯
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
〕）。

（
54
）　

高
葛
陂
『
弇
州
尺
牘
国
字
解
』（
明
和
七
年
刊
、
京
都
大
学
図
書
館
蔵
）

（
55
）　

井
上
金
峨
『
病
間
長
語
』、
五
頁
。

（
56
）　

岡
野
逢
原
『
逢
原
記
聞
』、
一
六
四
頁
。

（
57
）　

三
升
屋
二
三
治
『
十
八
大
通
』（『
続
燕
石
十
種
』
第
二
巻
、
一
九
八
〇
年
、
中
央
公
論
社
）、
三
九
七
頁
。

（
58
）　

三
村
竹
清
「
葛
陂
山
人
」（『
三
村
竹
清
集
』
第
六
巻
、
日
本
書
誌
学
大
系
二
三
（
六
）、
一
九
八
四
年
）、
二
九
～
三
〇
頁
。

（
59
）　
「
与
宗
子
相
」（『
滄
溟
尺
牘
』
巻
上
、
十
四
ウ
～
十
五
オ
）。

（
60
）　
「
与
余
徳
甫
」（
第
二
書
）（
同
書
、
巻
上
、
十
五
ウ
）。

（
61
）　
「
好
色
」
に
溺
れ
る
こ
と
を
「
玩
世
」
と
呼
ん
だ
例
は
次
の
文
参
照
。 

千
葉
芸
閣
「
好
色
論
」（『
芸
閣
先
生
文
集
』
巻
七
、一
オ
～
四
ウ
〔
富
士
川
英
郞
（
編
）

『
詩
集
日
本
漢
詩
』
第
十
五
巻
、
汲
古
書
院
、
一
九
八
九
年
〕）。

（
62
）　

新
井
白
蛾
『
滄
溟
尺
牘
児
訓
』(

明
和
六
年
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵)

。

（
63
）　

北
越
山
人
『
滄
溟
尺
牘
諺
解
』（
明
和
四
年
刊
、〔
波
多
野
太
郎
（
編
）『
中
国
語
学
資
料
叢
刊
』
尺
牘
篇
第
一
巻
、
不
二
出
版
、
一
九
八
六
年
〕）。

（
64
）　
『
京
都
書
林
仲
間
上
組
済
帳
標
目
』、
二
八
二
頁
。

（
65
）　

前
掲
村
上
哲
見
「『
唐
詩
選
』
と
嵩
山
房
─
江
戸
時
代
漢
籍
出
版
の
一
側
面
─
」
参
照
。

（
66
）　

田
中
道
齊
の
伝
記
事
項
に
関
し
て
は
、
竹
治
貞
夫
『
近
世
阿
波
漢
学
史
の
研
究
続
編
』（
風
間
書
房
、
一
九
九
七
年
）
参
照
。

（
67
）　

田
中
道
齊
『
尺
牘
称
謂
辨
』
二
十
オ
、
二
十
二
ウ
（
宝
暦
五
年
刊
、
都
立
中
央
図
書
館
蔵
）。

（
68
）　

小
宮
山
謙
亭
（
編
輯
）『
発
蒙
書
柬
式
』（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）。

（
69
）　

岡
崎
慶
三
郎
「
田
中
江
南
の
墓
碑
発
見
と
其
事
蹟
に
就
て
」（『
掃
苔
』
第
九
巻
第
四
号
、
東
京
名
墓
顕
彰
会
、
一
九
四
〇
年
）。

（
70
）　

田
中
江
南
『
書
簡
啓
発
』（
安
永
九
年
刊
）、
三
オ
。

（
71
）　

同
書
、
三
ウ
。

（
72
）　

同
書
、
十
オ
、
傍
訓
は
原
書
で
は
左
訓
で
あ
る
。

（
73
）　

陸
九
如
（
纂
輯
）・
田
中
江
南
（
訳
）『
新
刻
簡
要
達
衷
時
俗
通
用
書
柬
』（
安
永
五
年
刊
、〔
波
多
野
太
郎
（
編
）『
中
国
語
学
資
料
叢
刊
』
尺
牘
篇
第
一
巻
〕）。

（
74
）　

鈴
木
澶
洲
（
纂
）『
尺
牘
筌
』（
天
明
二
年
刊
、〔
波
多
野
太
郎
（
編
）『
中
国
語
学
資
料
叢
刊
』
尺
牘
篇
第
一
巻
〕）。



『滄溟先生尺牘』の時代―古文辞派と漢文書簡

— 85 —

（
75
）　

同
書
、
三
十
一
ウ
。
括
弧
内
は
左
訓
。

（
76
）　

岡
崎
廬
門
（
閲
）・
岡
崎
鵠
亭
（
輯
）『
尺
牘
断
錦
』（
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
）。

（
77
）　

同
書
、
一
オ
。〔
〕
内
は
細
注
。

（
78
）　

岡
鳳
鳴
（
閲
）・
山
呉
練
（
輯
）『
和
漢
尺
牘
解
環
』（
天
明
七
年
刊
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）。

（
79
）　

岡
崎
盧
門
（
著
）『
尺
牘
道
標
』（
安
永
九
年
刊
、
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵
）。

（
80
）　

文
政
元
年
に
は
『
翰
墨
蒙
訓
尺
牘
筌
』、
文
政
七
年
に
は
市
原
青
霞
『
消
息
文
鑑
尺
牘
楷
梯
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
『
翰
墨
蒙
訓
』（
貞
享
五
年

刊
）
を
一
部
改
変
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
81
）　

司
馬
光
（
更
定
）・
田
中
江
南
（
補
正
）『
投
壺
新
格
』
跋
（
明
和
六
年
刊
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）。

（
82
）　

岡
崎
廬
門
「
尺
牘
道
標
自
序
」（『
尺
牘
道
標
』
巻
一
、
二
ウ
～
三
オ
）。

（
83
）　

大
典
顕
常
「
欧
蘇
書
簡
序
」（『
北
禅
遊
草
』
巻
一
、
六
オ
～
六
ウ
、
寛
政
四
年
刊
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
）。

（
84
）　

王
穉
登
（
撰
）・
田
中
蘭
陵
（
刪
定
）『
謀
野
集
刪
』（
享
保
二
十
年
刊
）、
王
世
貞
『
弇
州
先
生
尺
牘
選
』（
寛
保
二
年
）、
李
夢
陽
『
李
空
同
尺
牘
』（
延
享
五

年
〔
長
澤
規
矩
也
（
編
）『
和
刻
本
漢
籍
文
集
』
第
十
四
輯
、
汲
古
書
院
、
一
九
七
八
年
〕）、
汪
道
昆
・
皆
川
淇
園
（
輯
注
）『
汪
南
溟
尺
牘
』（
宝
暦
四
年
、
早

稲
田
大
学
中
央
図
書
館
蔵
）、
村
瀬
櫟
岡
（
校
）『
明
徐
天
目
尺
牘
』（
天
明
七
年
刊
、〔
長
澤
規
矩
也
（
編
）『
和
刻
本
漢
籍
文
集
』
第
十
五
輯
、
汲
古
書
院
、
一

九
七
八
年
〕）。『
明
和
九
年
刊
書
籍
目
録
』
に
は
、
後
七
子
の
宋
臣
の
「
宋
子
相
尺
牘
」
の
名
も
見
え
る
（
慶
応
義
塾
大
学
附
属
研
究
所
斯
道
文
庫
（
編
）『
江
戸

時
代
書
林
出
版
書
籍
目
録
集
成
（
三
）』、
斯
道
文
庫
書
誌
叢
刊
之
一
、
井
上
書
房
、
一
九
六
三
年
）。

（
85
）　

村
瀬
櫟
岡
（
校
）『
明
徐
天
目
尺
牘
』、
二
十
二
ウ
。
櫟
岡
に
は
『
南
郭
先
生
尺
牘
標
注
』（
寛
政
七
年
刊
）
の
著
も
あ
る
。

（
86
）　

宮
川
崑
山
・
鳥
居
九
江
（
編
）、
山
本
北
皐
（
校
）『
袁
中
郞
先
生
尺
牘
』（
安
永
十
年
刊
、〔
長
澤
規
矩
也
（
編
）『
和
刻
本
漢
籍
文
集
』
第
十
五
輯
〕）。

（
87
）　

無
隠
道
費
『
金
龍
尺
牘
』（
宝
暦
四
年
刊
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）。
無
隠
道
費
の
伝
記
に
つ
い
て
は
小
川
霊
道
「
無
隠
道
費
伝
の
一
考
察
」（『
駒
沢
史
学
』
第

四
巻
、
駒
澤
大
学
、
一
九
五
四
年
）。

（
88
）　

無
隠
道
費
『
心
学
典
論
』
巻
三
、
外
魔
（
寛
延
四
年
刊
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
）。

（
89
）　

田
中
道
齋
『
道
齋
先
生
尺
牘
』（
宝
暦
六
年
刊
）、
同
『
道
齋
先
生
承
諭
篇
』（
宝
暦
七
年
刊
、
龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
）。

（
90
）　

大
潮
元
皓
『
西
溟
大
潮
禅
師
魯
寮
尺
牘
』（
宝
暦
十
一
年
刊
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）。

（
91
）　

大
典
顕
常
『
小
雲
棲
手
簡
』
初
編
、
巻
上
、
八
オ
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）。

（
92
）　

同
書
、
初
編
、
巻
下
、
二
ウ
。

（
93
）　

重
野
成
齋
『
成
齋
文
集
』
第
二
集
第
二
巻
（
富
山
房
、
一
九
一
一
年
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）、
五
十
六
オ
。

（
94
）　

清
田
儋
叟
『
藝
苑
談
』、
三
～
五
頁
。

（
95
）　

高
山
大
毅
「「
人
情
」
理
解
と
「
断
章
取
義
」
─
徂
徠
学
の
文
芸
論
─
」（『
国
語
国
文
』
第
七
八
巻
八
号
、
京
都
大
学
国
語
国
文
学
会
、
二
〇
〇
九
年
）、
同

「
説
得
は
有
効
か
─
近
世
日
本
思
想
の
一
潮
流
」（
政
治
思
想
学
会
（
編
）『
政
治
思
想
研
究
』
第
十
号
、
風
行
社
、
二
〇
一
〇
年
）。
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（
96
）　
「
訳
文
筌
蹄
題
言
十
則
」（『
徂
徠
集
』
巻
十
九
）、「
題
唐
後
詩
総
論
後
」（
同
書
、
同
巻
）、「
四
家
雋
例
六
則
」（
同
書
、
同
巻
）。

（
97
）　

荻
生
徂
徠
『
辨
名
』
聖
１
、
理
１
（
吉
川
幸
次
郎
・
丸
山
眞
男
・
西
田
太
一
郎
・
辻
達
也
校
注
『
荻
生
徂
徠
』、
日
本
思
想
大
系
第
三
十
六
巻
、
岩
波
書
店
、

一
九
七
三
年
）、
二
一
六
～
二
一
七
、
二
四
四
～
二
四
五
頁
。
同
『
太
平
策
』、
同
書
、
四
六
〇
頁
。
こ
の
連
想
は
奇
抜
で
は
な
い
。
徂
徠
の
弟
子
の
鷹
見
爽
鳩

は
、
選
集
編
纂
と
礼
楽
制
作
を
類
比
的
に
捉
え
て
い
る
。「
先
王
之
教
礼
楽
以
陶
鋳
焉
。
習
以
成
性
《
中
略
》
博
与
才
豈
可
教
哉
。
乃
教
之
自
生
也
。
于
以
知
二

李
之
選
功
侔
礼
楽
焉
（
先
王
の
教 

礼
楽
以
て
陶
鋳
す
。
習
ひ
て
以
て
性
を
成
す
《
中
略
》
博
と
才
と
豈
に
教
ふ
可
け
ん
や
。
乃
ち
教
の
自
づ
か
ら
生
ず
る
な
り
。

于
を
以
て
知
ん
ぬ
二
李
の
選
は
功 

礼
楽
に
侔
し
き
こ
と
を
）」、「
夫
二
李
之
選
選
乎
雋
。
其
功
侔
礼
楽
（
夫
れ
二
李
の
選 

雋
に
選
べ
り
。
其
の
功 

礼
楽
に
侔

し
）」（
鷹
見
爽
鳩
「
詩
筌
序
」
二
オ
、
三
オ
〔
同
『
詩
筌
』、
享
保
七
年
刊
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
〕）。「
二
李
之
選
」
は
李
攀
龍
（『
唐
詩
選
』）
と
誰
を
指

す
の
か
不
明
で
あ
る
。『
詩
筌
』
凡
例
に
は
「
高
李
之
選
」
と
い
う
語
が
見
え
る
。
李
夢
陽
と
高
棅
（『
唐
詩
品
彙
』
の
編
者
）
を
混
同
し
た
も
の
か
。

＊
注
を
附
し
た
江
戸
期
の
板
本
で
所
蔵
を
示
し
て
い
な
い
も
の
は
、
家
蔵
本
を
用
い
た
。
本
稿
は
、
日
本
中
国
学
会
第
六
十
二
回
大
会
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）
及
び

専
修
大
学
で
の
日
本
思
想
研
究
会
（
同
年
同
月
）
で
行
っ
た
報
告
を
大
幅
に
補
訂
し
た
も
の
で
あ
る
。
二
つ
の
機
会
に
受
け
た
質
問
及
び
教
示
に
深
く
感
謝
し
た
い
。


